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(牛方式双視実麹

コンドルは上噸のない実龍寛。実体像を使っての説明・

討議・教育・報告などに'芽ﾘな裡数同時観測方式。観測

者の習熟度に関係なく、だれでも明るく正確な実体像が

観測できるよう、各租湘征装置も内蔵しました。眼基線

調整、視磨凋整、Yパララックス識隆、照明装溌と重装

備です。繊細な判読作業にも、明るい実体像を二人で確

認できますから、主観の入る余地がなくなI)ました。

●癖籟及び視野/1←5倍.．●150"W3倍．｡j7S"M剛装im/6W蛍光灯
2ヶ<中間スイッチ付)●視l頚剖蜷/士5座鋤も癖罐/65雛±9鵲

(眼鵬劉整)●Yパララックス調整/写爽と±5語(縦視童>個人適尚去）

件方式5分読コンパストランシット／両函準器／ミラー付）

合理的な測量機トラコンに、現場作業をさらに正確・迅

速にする最新装備がマウントされました。●糸切れの心

配のない硝子焦点鏡●芯磁露導で1錘|･の締止を早めたイ

ンダクションダンパー●強力・軽愚のチタン合金製磁針

を拐測。小さく・軽いボディはそのままに、多くの機能

を鎚論。一層似芽ﾘに使いやすく生まれかわりました。

●磁石分度／内摘螺,1．叉は30'目盛●商度分喚／全円1.1｣"kjI

分礎/5‘目盛・オーパック帰索式●鐇謹鱗泡祷/両而睡5'／2船・
ミラー付唾堂鏡f捧禦／正像12倍

機器
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労働力の減少と

林業機械化のあり方
なかむらえいせき

中村英碩＊
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はじめに

期待された林業機

械

林業機械作業の性

格

*東京農業大学
農学部教授

この問題に関しての官界，学界の対応のしかたについて，筆者は危機感に近い疑

念を抱いていたので，おりにふれて，かなり激しい論評を行なってきている。今回

もまた同じような毒舌になるかとは思うが，しばらくお許し願って所懐を述べさせ

ていただきたい。

日本経済の高度成長に伴って，林業労働力が質・量ともに劣化してきたことは，

我々共通の悩みである。

人間は1/10馬力といわれ，これに対して林業機械は小さなものでも1馬力の10

人力，100馬力の機械なら1,000人力にも相当するうえに，正直者で，人間のよう

な文句は言わないし，馬力当たりの価格（労賃）を考えれば，誰でもが労力不足を

機械化によって解決したいと思いつくであろう。

しかし，特に林業においては，機械という作業手段が人力作業とはかなり異なっ

た性格を持っていることを-'一分認識している人は案外少ないようである。

人力作業の時代には「何人工」という作業量の概念が定着しており，各種現場作

業別の標準功程表なる物指しを当ててみれば，作業所要日数や生産原価の推定など

も，かなりうまく行なうことができたものであった。ところが，機械を使うように

なって，機械作業の標準功程表を作ってみたところ，さっぱり当てはまらないでは

ないかとのクレームが発生した。

今にして思えば，機械作業ではそれは実に当然のことであって，平野部などとは

ちがい，環境条件が千変万化する山岳林内で磯械を十分に使いこなすためには，人

力作業時代以上に高度の技術経験を必要とし，作業員や指導技術者の能力の高低

が，アウトプットに決定的な差異をもたらすようになったのである。一例をあげる

と，チェンソーという何人力もの作業手段が入ってきたが，その当時は，伐木造材

などの鋸断技術において，また，ソーチェンやエンジンの整備技術においても，

個々の作業員の能力に大きな差があったし，そのうえ，正しい取扱いがなされなか

ったために，精巧高価な機械を極めて短期間の内にスクラップにしてしまう事例す

ら珍しくはなかった。

そもそも機械化作業の時代になると，大部分の林業機械作業員は，単なる労力技

能提供者としてではなく，運転者，否，運営者といってもよいほどの重要な役割を



持つ者に変わってきた。林業機械という作業手段は，単にそれを導入しさえすれ

ば，それだけで所期の成果があげられるというものではないのである。

近代的量産工場において，労働が分業化し，標準化された単純流れ作業に移行し

たのとは異なり，我々の林業現場は機械化によってもそのまま単純化標準化につな

がるものではなく，むしろ人力時代よりも複雑高度の判断力を伴った技術能力が要

求されるようになったのである。これは林業の宿命ともいうべきものではあるが，

モダンタイムズのチャップリンなら，そのことをむしろ「幸せ」と受け止め，宿命

を「不幸」と嘆いたりすれば，甘ったれの怠け者とのお叱りを受けたでもあろう。

大自然の中の山岳林において，機械を縦横に使いこなすことのできる「人」の問

題の解決。有能な林業機械作業技術者が，喜びと誇りを持って働くことのできる環

境の確保。林業機械の「ソフトウエア部門」の充実こそが我々の責任守備範囲であ

ることをまず肝に銘じておく必要がある。

今や日本は世界最高の工業水準に達しているから，機械に対する林業側の要求が

かなりむずかしいものであっても，それに対応し得る実力は十分に術わっているは

ずである。機械を設計製作する「ハードウエア」は多士済済の工学士諸先生にゆだ

ね，そこで必要とされ，しかも工業畑の人では把握困難な林業側の正しく科学的な

使用技術情報，品質設計目標を彼らに提供することができさえすれば，すぐれた林

業機械の開発も効果的に軌道に乗ってくるはずである。ところがハード分野に通用

し，工業技術者と開発プロジェクトチームを組む能力のある林業機械作業技術者

は，知らぬ間にほとんどいなくなってしまった。林業機械化の掛け声は高く，数え

切れないほどの研究論文や考案の発表と，それらに対する表彰が行なわれ，機械化

に関連する多種大量の技術教育指導書が盛大に刊行されるようになって，一見，林

業機械化は華やかに進展しているかに見えながら，作業技術の混乱低迷が続き，将

来の林業の健全な発展に役立つような本物の林業機械や機械作業システムは，なか

なか生まれ育ってきそうもない。

その原因の一つには，我々の守備範囲である林業機械のソフトウエアの中核とな

るべき，官界，学界など，指導的立場にあるといわれる人たちが，沈滞期に入って

すっかり萎縮して，泥だらけになってもがいている地上の林業と林業技術大衆を見

捨てて，自分たちだけの情報知識の雲に乗った「翔んでる」階層へと昇天しかけて

いることにあると思われる。

現在では確かに山林労務は老齢化し，後継者の育成も困難になっている。しか

し，これは近代工業を中心とする都市圏経済が急激に発達し，有利な労働条件によ

って林業などの第一次産業から若い労働力を工業都市などへ吸い上げていったこと

と，旺盛な輸出によって盤得された外貨によって廉価な外材が大量に買いつけら

れ，国内材が競争に耐えられなくなって林業経営者などが一時的に活動意欲を失っ

てしまい，その結果として雇用量が減少したばかりでなく，十分な賃銀も支払えな

くなったからであろう。

ただし，日本には現実に大面積の山岳林が存在し，林業低迷の中にあっても太陽

3

林業機械作業技術

者の守備範囲

林業労働力はいず

れは山へ帰って来

る
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技術者教育養成へ

の反省

問題点の解決は手

近なところから

エネルギーを吸収して林木は年々 生長を続けているのであるし，他面，外国では費

源ナショナリズムの風潮により，今までのような天然林の乱伐，安い外材の入手は

しだいに困難になってきて，外材価格も高雌に転じようとしているらしいので，国

内森林資源が見直され，集約に，多角的に利用される日が戻って来るのはそれほど

遠いことではあるまい。

北米の二国や，北部ヨーロッパなどの，進んだ工業を持った林業国では，林業労

側者や技術者が，高い技術水準に見合った十分な給与を得て，伐出に育林に意気高

らかに活躍しているのを見ても，単に，工業が進歩したら林業は衰えるという考え

は誤りである。林業の担い手は必ずまた山へ帰って来る。林業は長いローテーショ

ンの産業であり，先述のように林業機械作業技術も長期の熟練を必要とするもので

あるから，山林の重要性が再認識されたときにあわてることのないように，現場に

通用する本当の技術と，技術者グループの建て直しには，今のうちからよく考え

て，腰をすえて取りかからなければならない。

今日のわが国の技術者教育養成体勢は，欧米各国のそれに比べて決して自慢ので

きるものではない。たしかに，研究，教育，訓練機関や，そこに働く職員の数を見

れば，各国に比べても恥ずかしくはないのであるが，その技術研究教育活動の実質

内容いかんと反省するならば，このままでは残念ながら，将来の林業復興に役立つ

技術や人材を育成するのだと胸を張れるところまではとても来てはいない。

林学は林業現場にしっかりと根をおろした「実学」であるべきで，言いかえれば

林業大衆の経営や技術をバックアップできる実力を備えたものでなければならな

い。その中でも伐出関係，森林利用学の分野は，林業経営を支える手段としての機

械作業技術の改良と革新を目指し，最も実学に徹した活動が要請されているはずで

ある。ところが現実はその反対で，最も大衆技術とは離れた空中を走っている。

なぜこんなことになったのか？人によっては技術の改良普及指導を担当するお

役人や，筆者のような教育，研究にあたっているいわゆる先生族の不勉強，無能力

を指摘することもあろうし，林野庁，労働省，文部省などの官公庁による制度，施

策の運用がまちがっているという人もあろう。諸悪の根源は大蔵省だという極論に

も三分の理があるかもしれない。

問題は山積している。しかしここではそんなに深い所にあるものまでを掘り下げ

て論じている余裕はない。取りあえず，比較的簡単な検討，討議によって修正ので

きそうな，具体的な課題を提示して諸賢のご批判を待ちたい。根本的な問題の解決

も，このような手近な所から順次改訂し解きほぐしていけるようになることによっ

て，はじめて達成できると考えている。

そこでまず，既刊の教科書参考書などについての再検討をわずらわしたい。筆者

を含めて我々は人間であるから誤りをおかすこともやむを得ないし，また機械のよ

うに日進月歩の推移進化をするものについては，状況の変化に伴っても書き改める

必要が生じてくる。それにもかかわらず，機械作業技術関係の参考書が，版を重ね

ながら，明らかに誤りと思われる内容をそのままに放置している例が少なくないこ



とには誠に困ったものである。

最も問題の多いのは築材機作業関係であろう。山岳林国において，集材機作業は

|呼来も主たる収謹手段として活用されると思われるから，この際，実学的な地なら

しをしておくべきである。

まず，架空索設計検定技術が，索道用主索の場合をそのままに集材機作業に適用

され教えられていることは現実離れしている。集材機作業では横取りを行なうのが

定石であるから，負荷（索張力）の発生条件は索道とは全くちがっている。集材機

作業においては，垂下比，荷重比などに基づく索道設計計算技術は初期の調査踏査

段階でこそ大いに活用される価値があるが，いよいよ架設作業に入ってから以後

は，索張力の直接間接の測定による張力管理技術が実用的主体技術として教えられ

実行されるべきである。測定精度の問題は余り神経質に考える必要はない。主索の

張力安全率についても索道と集材機作業では差があってしかるべきものではない

か？また，主索張力ばかりに注目しているが，それを固定する根株アンカー強度

が忘れられては片手落ちである。過去に筆者などもかなりの努力をして実測，発表

はしているが，まだ不十分で，もっと本格的全国的にデータを積み重ねていく必要

がある。なお，これには平均値よりも最低値，すなわち保証破壊強度に重点をおか

ねばならない。要するに設計技術を含めた張力管理技術は，現場技術者が理解し実

行できて，大衆の間に定着させられる実戦的なもの，均整の取れたものでなければ

ならず，雲の上の建前論や独善を押しつけるものであってはならない。

索張り方式に関しても，実用性の高いものについては特性を十分に理解活用でき

るように解説し，特殊なもの，試行段階にあるものは省略するか誤解のないよう注

記をして簡単な紹介に止めるべきである。名称も教科書参考書に出ているものには

問題がある。呼び名は実用技術の理解を助ける方向で検討されるべきで，駆動集材

機のドラム型式と数が特性決定要素になる索張り方式には，たとえば下げ荷2胴タ

イラー，3胴タイラー,1胴1エンドレスタイラー,2胴1エンドレスタイラーとい

うように集材機型式と組み合わせた名称とするほうがよい。なお,2胴1エンドレ

ス集材機と3胴集材機とは，用途性能が明らかに異なるものであるから混同しては

ならない。タイラーグループでは昔は下げ荷2胴タイラーだけであったから単にタ

イラー式で事足りたのであるが，多くの兄弟が生まれた現在では名称は考え直され

るべきである。下げ荷2胴タイラーの図が，勾配が少なくて作動できない状態で描

かれているものも改めねばなるまい。

その他，索張り方式の図は景色のスケッチや漫画ではないのだから，索の走り方

に気をつけて，実際に動き得る図を載せてほしい。昔の熊本営林局式エンドレスが

知らぬ間に単にエンドレス式とされてしまったのも困ったもので，現時点ではこれ

はエンドレスフォーリングブロックと呼ぶべきである。また，ほとんどすべての本

にスナビング式（ウイッセン）がかなりの紙面を割いて紹介されているが，技術史

的には忘れ難い方式であっても，わが国の実用索張り方式としての価値は少ないか

ら取扱いには注意をしてほしい。

5

架空索設計技術と

張力管理技術

集材機作業索張り

方式
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ワイヤロープスプ

ライシング

チェンソー作業

む す び

ワイヤロープの疲労摩耗に関しては長年にわたって国立林試その他の精力的な実

験研究成果が発表されてきたが，むしろ現場での問題はスプライス（索継ぎ）部の

寿命が非常に短いことで，特に作業索（動索）のスプライスの耐用度の実態と，ど

のようなスプライシングが長持ちするかということについてはさらに改めて重要課

題として取り上げなければなるまい。なお，すべての参考書に載っているショート

スプライスのやり方のさし絵は，作業者の側からでなく見学者の側から見たものに

なっているから，図を裏返しにしないと独習者の役には立たない。また，その図は

ワイヤロープを横に並べた位置で描かれているが，これは刺されるほうを下にして

上下になるように改めないとわかりにくい。

集材機と並ぶ機械化作業の立役者はチェンソーである。これについてもいいたい

ことは山ほどあるが，その中で現場技術として重要なものの一つにソーチェンの研

磨の問題がある。目立て技術の講習会は盛んに行なわれており，メーカー側からも

目立てに関する参考書やパンフレットが発行されているが，そのほとんどすべての

ものに非科学的，非現実的独善的ともいいたい問題点が露呈されている。目立て整

備は我々ユーザー側技術者の守備範囲であるのになぜ黙っているのだろうか？リ

モコンチェンソーなどという妙な機械をひねりまわす前に，まず，この問題と取り

組むべきであろう。レイノー現象については何度も述べているので，もう書く気に

はなれない。

以上，極めて身近で，しかも重大な問題の存在の一部を指摘してみた。

標記課題のうち，労働力の減少については，日本の経済活動の中で林業が無視で

きなくなり，また，作業技術や環境の改善によって，工業都市の生活よりも大自然

の中での仕事のほうが快適で，やりがいがあることに気付く人が増えてくれば，お

のづから解決されることで，さほど心配することはなかろう。

後半の機械化のあり方は，その目標を林業技術大衆の中に根をおろし得る生きた

技術に置くこと以外には解決の道はない。現在の混迷は，知識や思いつき試行だけ

に走り，無反省に雲の中へ突っ込んでしまった我々いわゆる指導層の責任だという

ことができよう。

機械化を健全に発展させるには，「大衆現場の大地」に，「知識」(knowwhat的）

と「技術」(knowhow的）という2つの直交座標を置き，これを踏まえてさらに

その原点から上方に向かって，将来の展開を見通す「叡知」あるいは「技術哲学」

を意味する第3軸(knowwhy的）を立て，これら3つの軸上での評価（マイナス

方向もあり得る）によって，機械化推進活動の成果を，立体(体積)的に，できるだ

け大きなものにしようとする実学的努力を続けることによって，はじめて真の実り

のある成育が期待できるということを，結びとして申し上げておきたい。

＜完＞
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Lと 藤森隆郎 1

枝打作業の問題点

’
…

はじめに

枝打ちの効果は多岐にわたるが，その最も大き

い効果は節の大きさと分布範囲を制御して無節ま

たは無節性の高い材を生産することにある。枝打

ちは古くから行なわれていた技術であるが，広く

一般に行なわれるようになったのは今から10年

余り前のことである。これは40年代に入ると外

材の国産材への影響が強まり，国産材は質による

価格差が著しくなったことが大きく関係してい

る。ちょうどそのころから枝打ちに関する理論が

体系的に固められ，理にかなった枝打ちが各地で

実行されるようになったことは育林技術体系上に

大きな進歩をもたらしたといえる。

しかしながら昔からの非理論的枝打ち（昔から

の技術がすべて非理論的ということではない)，

たとえば，いわゆる化粧枝打ちと変わらないもの

がいまだに行なわれていたり，ただブームにつら

れた形で目的や意味を理解せず，また条件の吟味

もなしに安易に枝打ちを行なっているなど，行き

先の危ぶまれるケースの目立つのも昨今の現状で

ある。

そこで今回は近年目につく枝打作業の問題点を

とらえ，「枝打作業のべからず集」という形で筆

を進めさせていただくことにする。

人まねの枝打ちをやってはならない

林業の振興に，枝打技術の修得だといってその

先進地である北山や今須に出かける。そこで学ん

だ枝打技術をそのまま取り入れるが，その結果は

■
無残な形に終わっているところがあまりにも多

い。これは枝打ちの目的と経営または育林技術体

系における枝打ちの位置づけが正しく理解されて

いないからである。正角の柱材を採るのに磨丸太

生産の北山と同じように幹までえぐるような枝打

ちをやって製材した時に柱の表面に異常変色が多

出しているなどはその典型的な例である。表面に

節の出ないように幹がある太さの時までに枝打ち

を済ませるといった~|~分な管理のできる場合はよ

いが，人まねの枝打ちに限って節の分布範囲を計

算しての枝打ちがなされていないので問題が大き

いのである。また北山や今須のように商い位置ま

で打ってあるのを見て一度に5nlやそれ以上もの

強度の枝打ちを行なっているのは愚かとしかいい

ようがない。これらはそこまでのプロセスや密度

管理との関係を無視したものであり，数々のマイ

ナスをひきおこすものである○一度に強度の枝打

ちを行なうとどういう問題が生じるかは後述す

る。

先進地帯の技術者にも注文がある。枝打技術イ

コールその地帯で行なわれている技術ではないこ

とを心得て見学者や受講者に対処してほしい。技

術の中には多くの目的や条件を越えて共通性を持

つ部分と，その目的’その地域の特性に基づく

個々の特色部分とからなるのが普通である。視察

者の多い有名林業地ほど目的や環境条件に特色が

あるのでなおさら「枝打ちとはこうするものであ

る」と一方的に強調されるのは危険である。しか

し聞くほう,学ぶほうに責任のあることは当然

で’聞き分け，見極める力が必要である。
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かつて日本のスキー界がスキーの先進国である

オーストリアやフランスのスキー技術と指導法を

最高のものとしてそのまま取り入れたことがある

が，ヨーロッパアルプスの広大な斜而，雪質と日

本のそれらとの違い,人種の骨格の迷い，10日，

2週間単位でスキーを教わるヨーロッパと2，3

日からよくて4，5日の日本との違いなど種々の

条件を無視したために，いくつかの障害の出た経

験がある。我々の林業界においてもかつてヨーロ

ッパの造林技術，たとえば天然更新技術を風土の

差異を吟味せずに直輸入してうまくいかなかった

ことは周知のとおりである。

何事においても正しいもの，優れたものを取り

入れ吸収しようということは良いことである。た

だそれが皮相のみをまねるか，本質を見極めてわ

が物とするかの違いである。くどいようである

が，何を目的とするのか，彼我の環境条件の共通

点と相違点はどうかを十分に検討吟味して，適し

たものを選択し，実情に合わせて自分のものにし

ていくことが大切である。

枝打ちイコール無節の心持柱材生産のた

めのものと思ってはならない

近年各地で優良材生産の指向されていることは

結椛なことであるが，それが無節の心持柱材，す

なわち小径材生産に偏りすぎ，枝打ちは無節の心

持柱材生産のためのものと受けとられ，大径材生

産のための枝打ちが忘れ去られている感がある。

無節材･生産のタイプは心持正角の柱材を採るた

めのものと大径に仕立てて無節または無節性の高

い板や角などをできるだけ多く採ろうとするもの

の2つに大別され，枝打ちの方法もそれに応じて

異なるところがある。心持正角柱材生産の場合は

製材面に節が出ないように角材一辺の長さから計

算して，それまでに枝打ちをしなければならない

幹の太さが決められる。10.5cm角であれば7cm

までに,12cmは9cmまでにというのが一応の

目安である。一方，大径材に仕立てる場合には何

cmまでに枝打ちが済まされていなければならな

いということはなく，林木の生長に合わせて打ち

上げていけばよいのでそれだけおおらかである。

できるだけ死節ができないように枯枝が発生しな

いうちに陰樹冠部分を枝打ちしていけばよい。そ

のようにしていけば高密度の林分になるほど結果

としては幹の太さが7cm･f'9cmまでに枝打ちが

済まされることになる。したがって植栽本数が

ha当たり5,000本ないしそれより少し多い本数

でスタートした林分は小径間伐材として無地の心

持柱材が収稚でき，大径の無節性の高い主間伐材

で多用途に供することができる。

多雪地帯のスギ林は大径木になってもかなり下

まで枝がついているものが多い。これは雪害に対

応するため形状比が高くならないように植栽本数

が少な目であることと，幼齢期に雪圧害で淘汰さ

れ，林分の空間が大きいためと思われる。植栽木

が雪圧害に危険な最深積雪深の2～2.5倍の高さ

を越すと多雪地帯は生育にとってむしろ好適環境

になるといえる。すなわち冬期の乾燥と低温から

は守られ，雪融け水で生育の盛んな春季の水分環

境が良好であるなど，スギの生育にとって都合が

よい。一伐期において雪害危険期間を相対的に短

くし，幼齢期のハンディーをできるだけカバーし

てやるには長伐期大径材に仕立てるのが利口であ

り，林木の後半の太り，すなわち良質材の部分に

節，特に死節を生じさせないことが有利である。

多雪地帯で枝打ちがあまり行なわれないのは，

良質の小径柱材生産が比較的難しく，そのための

枝打ちの習慣の少ないことが，大径材生産のため

の枝打ちに対しての無関心に連なっているからで

はないかと思われる。枝打ちをすると雪害にかか

りやすくなるという心配ももっともではあるが，

雪害（特に雪圧害）にかかりやすい大きさを脱し

た後，幹の生長に対する貢献度の低くなった下層

の枝を順次除去していくことは木の生育にも幹形

にも目立った変化を与えることはないので気象災

害上の問題はない。枯枝を残しておくことのマイ

ナスは後で触れる。

いずれにしても多雪地帯で枝打ちする習慣が少

ないのは大径材の生産にとって大きなデメリット

である。多雪地帯には多雪地帯の枝打ちの仕方と

いうものがあり，その工夫と実行が望まれる。



幹に傷をつけてはならない

幹に傷がつくとその部分から幹の内側に異常変

色が生じ，その広がりは傷の大きさとだいたい比

例する。幹に傷をつけないようにていねいに枝打

ちすべきことは論をまたないが，枝打ちしやすい

条件を作っておくというところまではなかなか進

んでいないようである。枝が太くなりすぎていた

り枯枝が生じていたりすると，枝の付け根，すな

わち枝と聯の俊続部の形態が枝の上下で異なるた

めに枝打ちに伴い幹に傷がつきやすくなる。した

がってできるだけそのような枝が生じないように

して枝が打てるようにすべきであり，そのための

適度な密度管理というものがある。これについて

は別の|幾会に説明したい。

不慣れな人が枝打ちして刃物が幹にくい込んで

いるのを見かけるが，相当慣れるまでは除伐の対

象になるような木を選んで練習を積むことが必要

である。ナタ，カマ，オノの類に比べると巻込み

の仕上りは少し落ちるが，ノコを使うと幹に傷を

つける心配はほとんどなく，未熟なうちはノコを

使うほうがよい。林業のように長期間を要するも

のは途中でのやり直しは不利であり，安全性を重

視すべきである。しかしナタ，カマ，オノあるい

はそれらの折衷された刃物のほうが，工程や残枝

の巻込みの仕上りにおいて優れているので，慣れ

てくればこれらの刃物のほうがよい。

幹に傷をつけないためには刃物をいつも切れや

すい状態に保っておくことが必要である。枝打ち

の名人といわれる人たちは適度に休みをとりなが

ら頻繁に刃物をといでいる。刃物が切れにくいと

それだけ無駄な力が必要となり，作業も荒くな

る。また厳冬期は枝は硬く，低温になるほど刃は

かけやすく，おまけに体や手はちぢこまるなど幹

に‘傷をつけやすい条件が重なる。一方新芽のふく

らむころから梅雨明けのころまでは樹木の生理的

活動が磯んで，樹木はやわらかく，幹に傷がつき

やすい時期である。枝打ちの適期，不適期の決め

られるのは幹に傷がつきやすいか否かによるとこ

ろが火なのである。

9

残枝はできるだけ小さくすることが好ましい

が，幹に傷をつけてまでそれにこだわることは磨

丸太の生産の場合を除いては原則として避けるべ

きである。幹の形成届にあまり大きく傷がつくと

葉騒除去による生長減少に加えさらに樹勢を弱ら

せる可能性が強い。

枝打ちするとボタンができるといっては

ならない

ボタンとは幹の木口面がボタンの花びらのよう

に黒っぽく異常変色しているものを総称的に呼ん

だものである。その原因は枝打ちに伴う幹の傷，

スギカミキリなどの穿孔虫による傷，死節を中心

とする腐れなどによるものであり，枝打ちに伴う

傷だけが原因ではない。

「枝打ちするとボタンが生じる」といわれて枝

打ちの実行を蹄曙している人が今だに多いが，幹

に傷をつけなければ枝打ちによって異常変色の起

きることはないということはすでに多くの研究の

結果明らかにされているところである（たとえば

兵藤')，竹内3》)。「枝打ちをすると」ではなく「枝

打ちの仕方がまずくて幹に傷をつけると」幹材に

異附変色が生じるのであり，いたずらに不安を助

長する表現は避けるべきである。

筆者の観察では長期間かかつて巻き込まれた枯

枝の節，すなわち大きな死節からの異常変色率は

かなり商い。鈴木ら3)によると65年生のヒノキで

自然落枝した区では地上7nlまでの節の60%以

上に腐れ，もしくは空洞がみられたが，枯枝打ち

された区は12～28％,強度枝打区には全くみられ

なかったという。腐れの入った節の周辺には異常

変色が広がっているとみられる。枝打ちせずに枯

枝を放置しておくことはボタン発生の危険を多く

することである。

要枝打ち部分に枯枝を作ってはならない

枯枝の付根，すなわち幹との接合部分は上部の

ほうが外側に出ており，上から下に枝を打っても

残枝が残り，残枝を除こうとすると幹に傷をつけ

ることになる。また枯枝を打つと切口が水平にな
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ることは少なく，たいてい裂けるような形で幹へ

判れ込むことになり，そこがいつも湿気って腐れ

の原因となる。また枯枝に足をかけての枝打作業

は危険である。したがって枯枝が生じないうちに

枝打ちを終わらせていかなければならない。あま

り過密の林分は自然の枯上りが先行して枝打ちが

後手後手になるので，適度な密度管理を合わせて

枝打ちを進めていくことが必要である。密度と枝

打ちの関係は重要でありながら不明の点が多く，

鼈者らも現在その方面を研究中である。

一度に強度の枝打ちをやってはならない

枝打ちがよいからといって，これまで枝打ちの

行なわれていなかった林分に一度に強度の枝打ち

を行なっている場面によく出くわすが，これは自

殺行為に等しい。幹の直径生長は樹冠部から下に

遠ざかるほど小さくなるので一度に高くまで枝を

打つと，下部の切口はなかなか巻き込まれなくな

る。しかもだいたい下部ほど太い枝があるので，

枝の太さに比例して残枝長も大きくなり，相乗的

に巻込みに要する時間が長くなり，そこから腐朽

が生じる危険率が高くなる。

強度の枝打ちは葉量除去率が大きく，枝打前後

の幹の生長量には当然急激な変化がみられる。そ

れまでの年輪幅にくらべて急に年輪幅が狭くなる

ことは，そこを境に物理的性質も急に変わること

になるので材質強度的にも問題が生ずる。製材し

新刊ご案内
～ 0弓画I

てみるとすでに立木のうちにその部分に剥離が生

じていることがあるが，これは風雪等による幹の

しなりによって材質の急変部に剥離現象が起きた

ものとみてよさそうである。

枝打ちだけを見て林業経営全体を忘れて

はならない

枝打ちだけ一生懸命やっても心材色やその他の

点で材質の悪い品種を選んでいたり，他の保育が

欠けていて曲がりの大きい木を青てていては枝打

ちの効果はあがらない。このように何のために枝

打ちしているのかと首をかしげたく癒ることが今

だに多い。少しきどった言い〃をすると枝打ちは

苗木朧入の段階からすでに始まっているといって

いい。

いちばん大切なことは閲]≦ちがどういう点でど

のように個々の林業経営に寄与するのかというこ

とを把握することである。これによって枝打管理

の方法，,他技術との関係，全体計画における位置

付けが決まり，枝打作業のあり方が必然的に決ま

ってくるはずである。
（ふじもりたかお・林業試験場造林部）

参考文献

1)兵職博：枝打試験一波打ちに伴う材の異常変色につい
て，14，43～60,1979

2）竹内郁雄：枝打跡の巻込みに関する研究一スギの異常変
色について，日林誌62（1），26～29,1980

3）鈴木賊・石原猛・長谷川茂：ヒノキ枝打ちがその後
の生長及び材質に及ぼす影響,()1n日林諭掲II#予定

新版山林の評価
栗村哲象編著

菖雪山林の評価

新たに，森林の公益的機能評価についても詳述一旧版を大幅に改訂・増補

し，具体的事例・算出方法を列挙，山林の適正なる評価について体系的に論
じた画期的書。

近年，林地が多面的に林業外に利用されるようになり，また林木について従
来のような直接的な利用価値に限らず，多面的な間接的価値(便益)が強調さ
れ，林木の取扱いに対して各種の制限条件が加えられるようになってきてい

る－複雑多岐な様相をおびる山林の評価の決定版
A5判・上製本・644頁定価6,000円（〒共）
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’

優良材生産への道
枝打効果の検討会より－

「
“尋

鍵蕊蕊＝一”竺回…

枝打技術の普及

近年優良材の生産が重視されるようになった。

一般材に比べると優良材が絡段の高値をよんでい

るからである。戦後，緑の回復と蓄積の増大を篭

|･命令とした量の追求から一歩進んで質が問われ

る時‘代になった。

このことを反映して，林龍普及指導事業でも

「緊急技術改善普及事業」として｢枝打技術指針」

の作成が課題となった。このため，関東甲各県か

ら担郵者が集まって指針作成について，検討会を

行なった、関東地方で枝打ちがよく行なわれてい

る地域というわけなのか，場所は西川林業地をひ

かえた埼玉県が選ばれた。M『には林業試験場の藤

森隆郎氏と東吾野森林組合の井上峰次氏を招き，

枝打ちについて講義をおねがいした。

枝打ちの効用

枝打ちの効用についていろいろなことが考えら

れるが，一般的に認められるものとして次のよう

なことをあげることができよう。

1．無節または節の少ない材を生産する

2．完満材を生産する

3．死節を防止する

4．林内作業を容易にする

5．陽光を入れ，下層植生を育成する

6．枝葉量を調節し，立木密度を保持する

7．均一な林木を育成する

8．成長を抑制し，目のつんだ材を生産する

9．通風をよくすることにより，病害虫を予防

する

10．落葉落枝を燃料として利用する

罰

ダ

鑑上’

§灘鍵 洲
現在，林家が枝打ちをする場合，これらの効用

を意識しているわけではなく，無節材の生産だけ

を目的としており，他の効用としては，せいぜい

「林内作業を容易にする」ことをねらっている程

度である琴

かつて枝打ちは優良材の生産を目標とするより

も「落葉落枝を燃料として利用する」ことが大き

な目的であった。そのためには枝を刃物で打つこ

とはあまり必要ではなく，カギのついた長い棒で

枯枝を折ればよかった。枝打ちでなく枝折りであ

る。この習慣は優良材生産を目指した技打ちには

長いことよくない影響を残した。

このほか，「ていさいをととのえ，優良林分ら

しく兄ぜる効果」もある。西川地方の場合，あの
＆

家のijlば手入れが不一|一分だ，という後ろ指を指さ

れないように，屋敷内を掃除するのと同じ感覚で

侍山を掃除し，みっともなくない林に仕立てると

いう習慣が枝打ちを実行させる大きな力になって

いる。こういう地域の習慣が地域全体の枝打ちを

行なわせ，結果として優良材生産の林業地を形成

している。

優良材を利用した建築の例

飯能市の天覧山のふもとに“能仁寺”というお

寺があり，最近書院を新築した。これは近隣から

優良材を集め，日本の大工の最高のワークマンシ

ップをもって作られた建物である。検討会参加者

一同でそこを見学した。

使用された柱は15cmのヒノキ四方無節，廊下

はヒノキの21cmの板を使用し，柱も板も敷居も

鴨居もすべて無節材を使用し，木目の乱れも見ら

’
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厚其･2枝打ちは行なったが手入不十分でIIIIりの多い林和

とになる。一面の無節でよければ4枚収れる。Illl

り等を考えると30cm程鹿のものから採材したで

あろう。通常の手入れをしてやや太くなったもの

から取ることができる。もっとも太さだけでは優

良材にはならない。板にひいた場合，入り皮，目

回り，虫くい，くされ，やにつぼなどの欠点のな

いことが要件になり，どれをひいても無節の板が

できるわけではない。

生産目標に合致した手入れを

林を仕立てる場合，何を生産するか目標がはっ

きりしないまま保育をしている例が多い。古くか

らの林業地の場合は，利用の傾向がおおむねきま

っており，柱材用の小丸太であるとか，大径木に

仕立てて板材として利用するとか，時代によって

変化はあっても，主体性が確立していて売手市場

でいられる。問題は新興林巣地の場合で，何に利

用されるか全くわからないまま林を仕立てなけれ

ばならない。植付けや下刈り，除間伐は何に利用

されるにせよ，一般的な手入れとして行なうとし

て，枝打ちになると目標を意識しないと方法や穏

度がきめられない。枯枝をとって死節を作らない

程度の考えで行なう大径木生産を目指して間伐を

強腱にして単木の成長を図る必要があろう。

西川林業を見学して枝打ちとはあのようにする

ものだと理解して，手入れの悪い曲りだらけの材

を強度に枝打ちしても，雌節の柱材の生産は期待

できない。

戦後人工造林のすすんだ地方に，地域全体の林

の生瀧目標を考えた保育というのは期待するほう

藍
弱

と
作

れないように配慮されている。

地元の林業家に州くと,15cnlの無節柱を作る

のはそれほどむずかしいものではないという。一

般建築に使われる10.5cm,12cmの無節柱を作

るつもりで手入れをして，それに3cmの厚さを

育てれば木目の乱れのない優良材となる。無節と

いうだけでなく，見られる材を生産するには60

年生以上の林で直径成長をおさえた原木から採る

必要がある。40年生でも育ちと成長がよければ

無節は採れるが，木肌の光り，っや，木目が何と

なく雑で品がない。これらの原木は20年生のこ

ろまでにそれなりの枝打ちを終えていたであろ

う。もっとも，あまり手入れをしない林分からも

ある割合で優良材はできる。そういう林から優良

製材品を作るには，その数倍の量をひいて，その

中から選び出さなければならない。この書院を建

てるのに飯能市の壇家の製材業者が引き受けて，

この業者が選んだ原木からはほとんどまちがいな

く無節材が出たという。手入れの良いことでは定

評のある西川林業地でも，どの山から採ってもこ

んな材がでるとはかぎらない。

廊下の21cm幅の縁甲板はどうであろうか，中

心から半径5cmの範囲に節が納まり，板の厚さ

が2cmとすると幅21cmで無節になるには末口

の太さ23cmあれば一本の丸太から2枚取れるこ
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ある。

5，6年目に慨のところ50cmばかりの小枝を

取り去る作業を行なう。地元では「小払い」とい

い，枝打ちには数え芯いのが普通である。この目

的は，根元付近を無節材にすることもあろうが，

主目的は林内作業を容易にすること，つるの巻き

あがるのを防止することである。

「小払い」を終え，下刈りも抜けると，いよい

よ枝打ちであるollf期は植栽後9年から12年目

くらいに当たり，その後2，3年おきに実施して，

20年目くらいまでに7～8m打ちあげる。程度

は人により若干のちがいはあるが，径7cmのと

ころが常に枝下になるようにする。人によっては

握れるところまで枝を打つ人もおり，これだとも

う少し細いところまで打ちあげる。季節は樹液の

流動の休止している12月～3月の間に行ない，

冬の作業である。“

使用する道具は主として「なた」で，人によっ

て新勝流の「かま」を使う。はしごを使って木へ

登るが，はしごは一本柱の「むかでばしご」また

は二本柱のはしごである。二本柱のはしごは大工

や屋根屋の使うようにがっちり固定したものでな

く左右をもって交互に動かすと多少しなうくらい

のものが樹に立てかけた場合，地面と樹になじ

み，安全だという。

はしご一段の間かくは人によって意見が異な

り，大工が使うのより短い24cmくらいが良いと

いう人がいるかとおもえば,36cmくらいの高さ

が手ごろだという人もおり，その人の使いなれた

寸法が良いようである．なれない人が登るには，

36cmでは広すぎ，やや短めが使いやすい。

なたの重さも人により意見が分かれるが，枝の

太さ，力の強さで使いどころが異なるのは当然

で，柄をつけて550gから650g程度が多く用い

られる。形は普通の両刃で，重心を刃の近くにも

ってくるよう，峯の部分を心持ち薄くしている。

柄の長さも微妙に影瀞するようで，作業のとき握

るのは刃からそれほど離れていないところである

が，残りの長さが刃の重さとバランスがとれるよ

うに長く作られている。

が雌理で，目標がたたないのは当然である。優良

材･を目指す林分を定め，ここは柱材用の小丸太，

ここは板材用の大径木等と予定して手入れをする

のが実際的であろう。大径木生産の場合は枝打ち

はそれほど気を使わなくても，死節を作らない程

度の手入れで良いであろう。

西川地方における枝打ちの例

西川地方は古くからの林業地であるが，京都北

lllのように特殊な用途をねらった林業地ではなく

一般建築材生産である。したがって手入れも一般

的な手入れを多少ていねいに行なっていること，

少し伎打が強度なこと，その結果として立木密度

がやや高く，樹高係数の高い，細くて長い樹を均

一に|戊林させている。

植栽密度はヘクタール当たり3,500～4,000本

腱度で，密植が流行した十数年前に4,500本植え

が多くみられたが，鎧近はこの範囲におちついて

いる

下刈りは植栽年に1回，2年目から7年目まで

年21m,8年から10年まで年1回で計16回ぐら

い行なう｡成長がよかったり，必要がなければこ

れより1～2回少ない場合もある。

2年目以降の重要な手入れとして木起こしがあ

る。雪や風で傾いた幼木を春先に針金やヒモを使

って起こす作業で，曲りを作らないための作業で
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N･樹齢樹澗｜胸商直径｜
年mcm

No･'|321｣2"|17.5

イ”'｡．“・No.

品等略付|ﾎ灘＆所有者
一面無節|18,000円|,_…一

枝下高材職胸高係数|採材丸太長|製材品｜

”“|”差"":､17．00．13

”|･“”ト:：‐
|_:箏卜
時l
L－辻|－

3.Ol

3.Oil

小峰幸平

z等|1,5oo

29 一｜小峰幸平

2面無節

上小節

モヤ角

’一

10．5 23，000

No.3 栗原信一33 16．60 18．0 0．23 929．5 10．0 12,000
－

2,000'0．0

一

上4節

上小節

2等

10．5 13,5"

8，”

1,500

No.4 井上峰次17.α〕38 17．8 9611．0 0．25

10．0

10．03.0

注:No,2は製品にせず4つ割にして節の状態をしらべた

Ｉ
Ｉ

鐘 とされた。

製材の結果をみて

相当良く手入れをした山でも四方無節を出すの

は簡単なものではない。若い林は手入れがよくて

節がなくても，材の光り，木目などで見おとりが

し，優良材の柱というには少なくとも40年程度

の年月がほしいものである。立木でまっすぐ見え

ても製材機にかけると曲りがあり，肉眼で曲りが

意識される小丸太では優良柱材の生産は困難であ

る。

林業家でも目の前で自分の山の樹が製材される

のに立ち合うことはめったにないという。林業の

行政や普及にたずさわるものにとってもなかなか

得られない機会であった。

（きしのしげる．埼玉県休業専門技術員）

、
４

『
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ノ

／
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写典・4製品実験

（左の3*No.3,中の2本No.1,右の3*No.4)

実際の林からどんな製品ができるか

関東甲各県担当者の打合せ会は2日目に実際の

林から木を伐り出し，製材を行なった。

実験は飯能市東吾野地区の篤林家と東吾野森林

組合の協力のもとに行なわれ,3人の所有する山

林から4本を伐倒した。

造材は本職によってこの地方でもっとも高値に

なるように玉切り，森林組合の製材工場で製品に

した。この地方では皮をむいてから製材をする習

慣があり，そのほうが皮の切りくずがひき肌につ

かずにきれいに仕上がるといわれている。

結果として3mものの10．5cm,10cmの心持

ち桃となった。

参加者の見守る中で製材が行なわれ，品等の緒

ｲ､1.がなされた。終付は厳格に行ない，面に節がな

くても，節による木目の乱れのあるものは上小節

■■■凸一守一一句●｡。一のﾋーーーー

第12期日本学術会議会員選挙有権者の皆様へ

第12期11本学術会議会員選挙が始まります(投票

用紙は10月下旬に各有権者に郵送されます)。投票

締切日は昭和55年11月25日（必着）ですので,有

権者の皆様は棄権することなく投票されますようお

願いﾔ､たします。

なお林学部門では次の4氏が全国1K，地方区から

立候補されており，当協会も推せんいたしておりま

す。

全I劇区川名明（東京農.｣二大学教授）

〃小関隆旗（北海道大学教授）

〃松j|：光端（林業試験場長）

地〃区松水筋（九州大学教授）

（アイウエオ順）
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大阪式リモコンチェンソ

ー架台の開発について

大阪営林局

「大阪式リモコンチェンソー架
台」開発プロジェクトチーム 大

阪
式
リ
モ
コ
ン
チ
ェ
ン
ソ
ー

1．はじめに

狼勤障害が問題になってから10数年を経過している

が，この間において，チェンソーの防振対策は，機械の

改良を中心として，小型化をはじめ，チェンソーの使用

II!寺間の規制あるいは正しい目立ての実施等あらゆる角度

から総合的にその対策が講ぜられてきた。

しかし人工林比率が85％を占める大阪営林局管内に

おいては，昭和50年9月より緊急避難的措憧とはいい

ながら，手工具への切替えを余儀なくされ，雄庫純は必

然的に低ドする一方，災害も多発の傾向を示した。1日

も早い対策が望まれるなかで昭和52年1月にリモコン

チェンソー鮒発のプロジェクトチームが結成された。

「使用者が安全に容易に安心して使えるもの」をモッ

l､一にその製作に取り組み，何回となく現地実験を繰り

返すなかで，昭祁52年5月にI型を完成した。当初は

人工林のみを対象に開発を進めたが,I型の完成後，各

種条件~ドでの実州化実験を繰り返し行ない，状況変化の

著しい天然林での実用化実験中，数多くの改良点を見い

だし，昭和53flz6jjに天然林にも適用できるⅡ型を完

成した。

避礎ベースとなる架台は,10kg前後のチェンソーを

支える強固なものであると同時に，伐倒木の形状および

径級等にかかわらず，架台取り付けを容易に行なえるも

のでなければならなかった。そのために特殊鋼を使用

し，スパイクはスライドさせ，容易に締付け固定できる

ラチェッ|､式を採用した。

受口の斜め切りは，伐倒木の状況に合わせ自在に調腿

できるユニバーサルポールとした。この方法は自在に角

度を調整できる利点があるが，受ロ切りの際，水平切り

と斜め切りの切込み線を合致させるため，他に調整箇所

を作る必要があった。それが，メーンシャフI､固定位i〃

（上下調整）およびスライドボックス位置（左右澗整）

の調整である。

次に伐倒木の頭心あるいは，決めた方向への伐倒を容

易にするため，ツルの残し方を調整する必要があり，支

持点を自由に変えてけなえるスライドヨーク固定ネジを

取り付け，スライドヨークを適切な位置に固定するよう

にした。この固定ネジは，取り外し，架台を反転して通

鮒作業の反対側からも作業ができるようになっている。

2．大阪式リモコンチェンソー架台（皿型）の概要

1)上要諸元

篭

鯉
１
罰

魁l溌驚謹景
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大阪式リモコンチェンソー架台(1I型）主要諸元

区 一分’内容
金装伽遮鼠

”“薦羅鰯"け鰯鱈ｽ,",に“
金長69omm(固定スパイク操作台）
全幅240mm(固定フックーラチェットポッ

クス）
全高180mm鰈作台）
固定スパイクスライドベース長450mm,フック高120

操作台黙蕊翻InnlDｽﾗｨドﾖーｸ有効
長l10mm,操作ワイヤー135mm,操

取付方法‘笑ﾘ鶴,3瀧;ﾂｸ,ｽﾗｲドフ
ック，締付方式(ハンドル操作）

繩総壁耀報難語ｩ貰尹/W蕊辨
固憲付置．スライドヨークの固定方向お
よびメーンシャフトの固定位憧

受口切斜め切り…受ロベースにチェンソーを戦
せ’ユニバーサルポールで角庇關整
水平切り…同上でスライドボックス固定
位撒またはスライドヨークの固定方向

i瀦蕊燕掘遷磯を下げて,斜
追口切追口ベースにチェンソーを載せ替え，ス

ライドヨークの固定方向を変えてツルを
調整

伐倒方向自在(反纒使用可能）

伐捌木の蝿囲苓鴨溌$辮陛Wf翔孟潅
吋ブレード）

装藩チヱンソー各種チェンソー可能
装蒲案内板20～42吋

｝

大阪式リモコンチェンソー架台(11型）名称

①固定フック，②スライドフック，③スライドベース，④ラチ
ェットボックス，⑤ラチュットハンドル，⑥スライドヨーク固
定ネジ，⑦追口(受口)ベース，③受口(追口)ベース，⑨追口補
助ベース，⑩ユニバーサルポール，⑪締付ホルダー，、スラス
トベアリング，⑬締付ホルダー固定ネジ，⑭メーンシャフト固
定ネジ，⑮スライドボックス，⑮スライドヨーク，⑰スライド
ボックス間定ネジ‘⑬操作ワイヤー，⑲スロットルワイヤー，
⑳スロットルレバー，⑳操作ハンドル，⑳メーンシャフト，、
ワイヤー固定部，⑳ワイヤー固定ヨーク，⑳ベース雌ボルト

またスライドボックスの位置を変えても柵整できる。

受口切りに対し，追口の高さの鯛整は，補助ベースを

使用するが，人工林については，メーンシャフトの固定

位瞳を上げ，ユニバーサルポールで調整しても可能であ

る。

その他主要諸元は上表のとおりである。

2）櫛造

別図のとおり。

フック②取付部の3点支持になるよう締付けラチェッ

トを操作し，確実に固定する。

変形木等で支持ができない場合は，立木を削るか，

柿助具を入れて支持させる。

脚スライドヨーク固定ネジ⑥で，スライドベース③と

スライドヨーク⑯が，ほぼ平行または，鮒幹側にスラ

イドヨークを振り固定する。

㈱スライドボックス固定ネジ＠をゆるめ，スライドボ

ックス⑬を手前にスライドさせて同ネジを締めて固定

する。

(刈メーンシヤフト固定ネジ⑭をゆるめ，メーンシイ,ブ

ト⑳を上限まで上げて同ネジを締めて固定する。

㈱受L1ベース③にチェンソーを載せて架台が安定して

いるかどうかを確認する。

3)"n切り

㈱締付ホルダー固定ネジ⑬をゆるめ，チェンソーブレ

ードを斜め切りに必要な角度にし，同ネジを締める。

(ｨ）チTンソーを体の一部で支え，チェンソーを始動す

る。

3．取扱い要領

1）架台取付け準備

(ｧ）固定フック①にスライドヨーク⑯を取り付ける。

{ｲ）ユニバーサルポールの固定は，締付ホルダー固定ネ

ジ⑬と一方の六角穴付ボルトによって行ない，六角穴

付ボルトをあらかじめポールがようやく動く程度に締

付けておく。

2）架台取付け

(ｱ）架台の取付け位置は，伐採点を低くするため斜面を

利用してできる限り低く取り付･ける。

(ｲ）スパイクは斜面に添わせて取り付けるが，スライド

ベース③の傾斜は10度程度までとする。

(ｳ）固定は，スライドフック②の背部をスライドベース

に当て，固定フック①，スライドベース③，スライド



(ｳ）操作ハンドル＠を持ち，スロットルレバー⑳を押え

ながらハンドルを開いて切込みを開始する。

(ｪ）所定の斜必切りができればハンドルを閉じてチェン

ソーをもとの位置に戻しエンジンをストップする。

{劫スライドボックス固定ネジ⑰をゆるめ，スライドボ

ックス⑬を固定フック側にスライドさせるか，スライ

ドヨーク固定ネジ⑤をゆるめてスライドヨーク⑯を若

干手前に振り同ネジを締めて固定する。

(力）メーンシャフト固定ネジ⑭をゆるめメーンシャフト

を下げ同ネジを締めて固定する。

儲締付ホルダー固定ネジ⑬をゆるめ，先に切った斜め

切りに対して，水平切りが合致するようブレードの高

さを決め同ネジを締める。

(ｸ）上記(ｲ)，（ｳ)，（ｴ)，と同様な操作で水平切りを行なっ

て受口を作りエンジンをストップする。

4）追口切り

(ﾌｩ受口ベースからチェンソーを外し，伐倒木の状態に

より手前にツルを多く残す場合は，スライドヨーク⑯

を手前に振って，スライドヨーク固定ネジ⑥で固定す

る。

(ｲ）メーンシャフト、を上限まで上げてメーンシャフト

固定ネジ③で固定する。

(ｳ）締付ホルダー固定ネジ⑬をゆるめて，操作台を追口

切りに必要な位置に動かし同ネジを仮締めしておく。

㈲チェンソーを追口ベース⑦に載せて締付ホルダー固

定ネジをゆるめ，追口切りの高さを決めて同ネジを締

める。大径木等必要のある場合は補助ベース⑨を使用

する。

両3）の(ｲ)の要領でチェンソーを始動する。

{苅追口切りは，受口切りと同様の方法で行なうが，操
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作ハンドルを閉じながら行なう。

㈲切り込みは，ツルの状態に注意して伐倒木が倒れ始

めたら，チェンソーをすばやく元の位間に戻し退避す

る。

(ｸ）伐倒を確認してからエンジンをストップする。

け）大僅木，偏心木，その他伐倒方|句に変化が生ずるお

それのある立木に対しては，必ず模を使用して伐倒す

る。

5）架台の取外し

(ｱ）追口ベースからチェンソーを外す。

{ｲ）同定フック①の取外しは，ラチェットハンドル⑤を

右に強く倒し，左手で固定フックを持ち，ぐらつかせ

ながら右手でラチェットを外側にスライドさせて行な

う。

4．おわりに

リモコンチェンソーの開発は，他局においても熱心に

その取り組みがなされ，それぞれ特徴を有した架台が作

製され，その成果の発表があるが，当局においても「大

阪式リモコンチェンソー架台」の長所を十分生かし，現

地に定若させて，その目的を達成し，より多くの方々の

意見をききながら，さらに機能を充実させ，振動障害対

策のみならず，大幅な生産性向上に期待している。

口林業技術賞□

崩壊地の山腹工法の新た
な工法として軽量鋼枠土
留工法の開発について

大阪営林局三次営林署
佐々木佐多目

1°はじめに

治山工事は山間奥地化して，立地条件の悪い地域の施

工は困難になっている。特に山腹工事は機械の導入が難

しく人力が主体であり，工事現場の労働条件もよくな

い。しかも近年農山村の過疎化により労働力の不足はも

とより作業員も高齢化と女性化し若年労働者の減少など

工事施工の臘路となっている実態に対応して，資材を軽

最化し安易に搬入できて現地に応じた構造体を簡易に椛

築することができて作業も容易で安全であり，しかも軽

労働化に富み，短期間のうちに実行できる工法として開

発したものである。
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3．工期短縮と作業効果

釧枠を主体とした工事およびコンクリート板を主体と

した工事を比較して次に示す。

正面側面
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鋼枠ソイルセメント土留工

鯛枠ソイルセメント土剖工法により伽峻地復旧

2．軽量鋼枠土留工法の特徴および目的

この工法は山腹土留工として法而安定のため施工され

る従来のl.ll腹練石職，コンクリー|､板，コンクリート土

留工にかわるものとして軽蹴鋼材をプレハブ化し，人屑

運搬により現地に搬入し，施工地に応じた術造体を組立

てるもので，施工が簡単で工期が短縮され熟練工を必要

とせず施工管理が容易で省力化でき，経済的な工法であ

る。

1）櫛造物の安定条件を満たし，背面土圧に対応した安

定計算によると，3分法の場合，安全高2.14m,限界

高3.00m｡4分法の場合，安全高3.25m,限界高

4．00mである。

2）鋼材の耐久性について錆止塗裟しているが鋼材の強

度がなくなるまでには林地は回復し法而が安定する。

3）プレハブ化されており施工管理が簡単であり，地盤

の軟弱なところでも設睡できる。

4）昭和53年度施工の結果より鋼枠を主体としたもの

とコンクリート板を主体としたものの山腹工の経淡の

比較において20影の経費の節減となったが内容を分

析するに資材運搬において38％の節減となっている。

山腹工事の資材運搬の比重は大きい。

鋼枠ソイルセメント土

留工完成

、
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経費の比較

作業内容

①準備,②支障木刈払い，③資材運搬,④萱株採取逃撤，

⑤⑥鋼樺土留工，筋工，コンクリート板床堀組立一式，

⑦グリーンベルト筋工,③種肥付むしろ伏工,⑨現場整理

⑩器材運撫後片付
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鯛忰空釉士矧工完成 施工後3カ月の状況
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鋼枠土留用部材

4．考察

昭剛53,54年皮にわたる施工の結果，山腹は安定し

緑化も順調に進んでおり,jm壊地の復旧も成功してい

る。この工法の実行結果次の効果が認められる。

l)軽量鋼のプレハブ部材(1m2当たり重箪17.3kg)

の特徴を生じ，現地に応じた椛造物の選定ができ，自

動車や架線などで迩搬できない箇所でも人肩により容

易に搬入できるので小規棋で散在した崩壊地の山腹工

の取り組みも森易であり,111腹工戦に対する業者の対

応もよくなっている。特に災害地の応急工事など緊急

施工を要する箇所などの工法に適当である。

2）基礎面が岩盤であっても固定でき，透水性が大きく

支柱材の一部を地雛に打ち込み，アンカー杭およびプ

レーl､板の目的を途するので引抜抵抗を得るから摩擦

力の期待できない箇所でも使用できる。

3）椛造物が連結組み合わされているので地瀧が軟弱で

不同沈下しても概造体が自在変化するため応力集中を

鋼枠（空積）土留エ

ノヒじにくく破損しない。

4）部材･の一部継材に一定間隔の連結孔があるので現地

の地形に応じた施工（曲線）ができて過大な土石の切

り取りをすることなく残土も現地で整理できる。

5）構造体は軽量であり，埋土と一体化しており，土砂

重量とほとんど変わらないから地縦支持力が小さくて

すみ，また組立作業も簡単である。

6）構造体の法面は人工植生と組み合わせることによ

り，早期緑化による植生の定着を容易にすることがで

きる。

5．おわりに

新しい工法に取り組んで一応満足な結果を得たが，施

工地が奥地化し立地条件の悪い現場での作業の安全性と

施工管理が容易で工期の短縮と省力化など経済的な工法

と思われる。今後施工地の状態を観察し，より効率的な

工法として定着させたい。
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口林業技術賞□

畷
三重県式グリッブモノケ
ーブルおよび多支間半架
線式索道の開発

三重県林業技術センター
金沢啓三

1．はじめに

間伐材などの搬出では，現場の条件がきわめて複雑で

多様性をもっている。したがって，ある一つのすぐれた

搬出法が，すべての現場に適用できるとは限らない。た

とえば，屈曲式モノケーブルは民有林では間伐材搬出に

は欠かせないもののように考えられるまでに普及してき

たが，この索道にも落し穴があり，運搬区間内に水田，

畑，河川などの無立木地や幼齢林などが介在していると

ころでは使いものにならない。もし強行しようとすれ

ば，思わぬ架設費を要することになる。このような場合

の対策として，錐者は昭和53年，54年に各々次の2つ

の方法，すなわち三重県式グリップ｡モノケーブル(')〈2)（8）

および多支間半架線式索道")を開発し実用化した。

写真･1

2．これら2つの索道の概要

(1)三重県式グリップモノケーブル

グリップ搬器をもつモノケーブルとしては，スキーリ

12122825

l1n－F

iJF＆
フトや鉱石運搬用リフトなどがあるが，林業用として

は，南屋（株）が十数年前に発売した軽架線（文献不

詳）がみられる。これらは，いずれも直線式であり，中

間支持器も梁へ固定するタイプである。これに対して，

三亟県式グリップモノケーブルは直線用もしくは曲線用

として両用が可能であり，中間支持器も単純つりさげ型

である。

これらの相遮点により，搬出路線の選定のみならず，

架設においても作業がきわめて容易である。このモノケ

ーブルは，これまでの橘内実験および現地試験の結果，

中間支持滑車の懸垂角（滑車と垂直線のなす角）が32。

までは搬器の通過が可龍であることがわかった。このモ

ノケーブルに用いる搬器および中間支持滑車は図・1の

とおりである。また，写真･1は荷が直線部分の中間支

持滑車を通過する様子を，写真･2は屈曲部分の中間支

４
昼
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図･1中間支持滑車と搬器

！
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図･3搬器と中間支持器
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写真･3

3-d

空識器側
中間支持器

2 10

I部ガイド･バー

j13mm九期５
２

3-c

撒器と空鐙器側
中間支持器

3-a 3-b

鍛器と実搬器側
中間支持器

写真･4

持滑車を通過する様子を示したものである。

12)多支間半架線式索遊

半架線式索道（図・2）は昭和30年代には，木炭やそ

の原木などの搬出用のいわゆる軽架線として奨励された

ことがあった。副線が符略され，主索と曳索だけで運転

されるので，搬出職の少ないところや搬出距離の短いと

ころでは有利な方法と考えられるにもかかわらず，今日

までほとんど瞥及をみていない。その理由は，この索道

は単支間としてしかﾊlいることができなかったことにあ

る。中径，大径の間伐材搬出に利用しうるようにするな

ど，利用範囲の拡大をはかるため，筆者は半架線式索道

の多支間化を行なった。すなわち，これが多支間半架線

式索道である。この索道に用いる撒器および中間支持器

は図・3のとおりである。この図の3-a,3-bの搬器と

実搬器側中間支持器は複線術環式索道のそれと共通であ

るが,3-c,3-dは空搬器側中間支持器で，この索道特

育のものである。この_上部には固定擁をとりつけて，烏

居型支柱の梁に固定するようにした。空搬器側中間支持

器を単純つりさげ型にすると，搬器の通過時に曳索受け

ローラが搬器の走行方向とかならずしも平行とはなら

ず，それが原因となって脱索をおこすことがある。これ

に対して実搬器側中間支持器では，主索受け金具に乗せ

られた主索によって，常に強制的に正常な位置を保つの

で，単純つりさげ型でよい。空搬器側中間支持器には上

下に2本のガイドバーをとりつけて，空搬器の通過に安

定性を向上させた。これらを用いて運転試験を行なって

みたところ，運転の支障となることがらはみられなかっ

た。写真･3は実験索道を用いて運転性能などを調べて

いる様子，写真･4は現地適用の状況を示すものである。

多支間半架線索適の作業方法は多支間複線循環式索道

のそれと同じである。すなわち，起点・終点における実

搬器，空搬器の発送・返送のタイミングを一致させて連

送を行なう。また，索道の延長の大きいところでは多荷
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重として運転する。上下盤台間に適当な落差のあるとこ

ろでは，荷重けん引力を利用してブレーキ操作で運転す

る。適当な落差のないところや逆落差のところでは動力

を用いる。

3．これらの索道の適用性

三重県式グリップモノケーブルは屈曲式モノケーブル

などに代わって，運搬区間内に立木支柱が設置し難いと

ころに用いることができる。しかし，このモノケーブル

も，屈曲式モノケーブルと同様，負荷索の垂下量が大き

くなりがちであり，したがってスパンをあまり大きくと

ることができない。本来，三重県式グリップモノケーブ

ルは小径の間伐材，しいたけ原木および苗木，肥料など

の比岐的軽逓の荷の運搬を意図したものであり，大径材

などの運搬用としては期待できない。

一方，多支間半架線式索道では，前述の三重県式グリ

ップモノケーブルの欠点を補い，実搬器側に主索を用い

ているので，大径間伐材のほか従来広く普及されている

多支間複線循環式索道の低コストの代替利用が可能であ

る。しかし，この索道については現地適用の実例がまだ

少ないた猫，どの程度まで適用性があるかは，今の段階

では確言できない。

文献

(1)金沢啓三：グリップ搬器を有するモノケーブル，26回日

林中支拙,S53年

(2)金沢啓三：屈IIh式モノケーブルとグリップ搬器式モノケー

ブルの組み合わせについて，27回日林巾支柵,S.54年

(3)金沢啓三：グリップ搬器式モノケーブルとその応用，機械

化林業,No.310,S.54年

(4)金沢啓三：多支間半架繰式索道(仮称)について，28回日

林111支総,S.55年

口努力賞□

MS式ワイヤレストラホン

の改良について

北見営林局白滝営林署

坂田光治・伊藤孝嗣

1．はじめに

集材作業における過去の災害事例をみますと作業動作

によるもの，器材器具の整備不良によるもの，また，信

号合図の不徹底によるものなどがみられます。

当署においても地形などの関係で蛎材機作業を長年実

行してきましたが，幸い重大災害は発生していません

が，今後ともさらに作業韮準の遵守，作業合図の撒底と

指差し確認の定蒲を図り安全作業を推進していきたいと

思っています。

私たちは，通帳者と作業者との相互間の連絡合図の徹

底が災害の未然防止につながるものとの認識に立ち，51

年2月研究発表したワイヤレストラホンを使用してきま

したが，種々の欠点が出てきましたので，この欠点を解

消するため改良を加えたものであります。

2．従来機の欠点

(1)気温の変化により周波数が変化し，感度が悪くなる

（冬期間は特に悪い)。

(2)配線が4水のため作業がしにくい。

(3)11i販のラジオを使ﾊ]しているため，災場でラジオと

ワイヤレスマイクの|司澗操作が必要である。

(4)冬期間厚手の手袋をつけているので同調操作がしに

くい。

(5)ラジオに乾電池を使#ilしているた必，乾電池の出力

が低ドすると感度が悪くなる。

以上のような欠点を解消するため加えた改良点，改良

機の試験試用の結果は次のとおりである。

3．改良点

(1)水晶制御方式を採川した。

(2)インターホンケーブルと金属コネクターを採用し

た。

I3)電源は集材機のバッテリーを使用した。

(4)親局，子局とも操作を簡単にした。

4．改良機の試用結果

(1)送信機，受信機とも水晶制御方式の採用により，柵

度に左右されず安定した送受信ができる。

(2)配線は4本ですが，インターホンケーブルを採用し

たので軽くなった(従来使川線100m当たり約3kg,

今回使用線1001n当たり2.3kg)。

(3)水晶制御方式のため，現場での操作ばいっさいいら

ない。また，トランペットスピーカーにFMチューナ

を取り付けた二とにより，軽く使用しやすくなったマ

イクは，マイク部分と木体が離れているので，本体を

ポケットに入れることにより，気温の変化にかかわら

ず安逆した出力が勝られる。

(4)集材磯バッテリーから電源を取りFMチューナを作
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図・2作業図（スパン500m)

表・2価格表

POWER12V

図・1親子局構成図

表･1価格表 従来型(51年改良型）改良型(55年2月）

金額縦
式
台
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組
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１
１
０
０
１
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数
５

－

１

単価名
【節
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ハ イホ－

ラジ

マ イ

ソケッ

コ
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組立

円姻
唖
唖
咽
唖
唖
咽

乙
乳
ｑ
２
ｑ
ａ
ａ

ン
オ
ク
ト
ド
品
料

Z”

m当たりEC

↓

I

針 l”,”

－ 一

’
親局（旧）親局（新）

、
P■テー

＝a命

識〆〆
子局(市販ﾗジｵ子局（水晶制御FMチューナー)(新）

固周I

ロ
名ロロ

ワイヤレスマイク

ワイヤレスチニーナー

トランペットスピーカー

親局部品

組立料

インターホンケーブル

金属コネクター

計

数量

1

1

5Ⅸ〕、

5組

単価

m当たり45

金額

円唖
噸
皿
唖
麺
唖

２
２
１
１
２

５
０
０
５
２
５

２
ｒ
，
９

３
口

|”,5.o
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ワイヤレスマイク（水晶制御方式）（新） ワイヤレスマイク（旧）

一

１
１
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ー

⑤一⑥必

1 ‐■

金蝿コネクター（新） コネクター（簑庭用コンーセント）（旧）

～～
一

一一

一

－
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・
３
■
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ﾉ／ 、

ﾙ舞1‐
／

ノ′ヒ

ノダ
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P

一グ

インターホンケーブル(100m)(新） 従来使用線（ビニール用平型2本組）（旧）

動させるので，乾電池使用の場合と違い,FMチュー

ナの安定した感度が得られる。

(5)ワイヤレスマイクやFMチューナが故障した場合で

も，スイッチの切替えにより，従来のハイホンと同様

使用することができる。

以上が改良し，試験試用を行なった結果です。

次に，本機の椛成図，作業図は，図.1，2のとおりで

あり，さらに，改良機と従来機の写真を掲げましたので

比較することにより理解をいただけるものと思います。

価格は，表｡1，2のとおりですが，改良機の組立料が

空欄になっていますが，これは坂田本人が組立てたもの

であり，また，市販されているものがないため正碓な価

絡を割り出すことができなかったた油であります。

5．おわりに

以|:，私たちが研究改良した，ワイヤレストラホンに

ついて説明してまいりましたが，試験試用の期間も短

く，必ずしも満足のゆく結果ではありませんが，さらに

試用してゆく過程で多くの仲間の皆様のご懲見，ご指導

をいただき，よりよいものの完成をめざして研究改良を

加え，労側災害の未然防止に努力をしてまいりたいと思

っています。

鰯27回林業技術髄，鋪14回林業技術奨励賞についてのお知ら

せは今月号奥付ページにあります。（今lp1は「林業技術奨励賞」
は骸当ありませんでした）
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’必ｳニ ～

第26回

林業技術コンテスト要旨紹介

}莚j也窪皇、,雑 L〆，,…『画r倉Ihq苫.訂，I
ユ

■

"■

った（回転力を1/55に落とし，巻取

り速度毎分85mとした)。

（4）セルモーターの電源には，ト

ラクタ本体のバッテリーから取り，

バッテリーの容量に合わせるため抵

抗線を配線して電流淵整を行ない，

セルモータの持久性の向上を図ると

ともに引出しナイロンロープの破断

力を越える力が加わらないようにし

た。

（5）ナイロンロープの引出し方向

は，自在に180･回転できる栂造とし

た。

（6）乱巻防止のため，自動車ワイ

パーモーターを利用して均一な巻取

りとなる装泄をセツI､した。

（7）この装瞳は，トラクタのウイ

ンチ上部に固定し，オペレータがキ

ャビン内部ですべて操作できるよう

にし，オペレータと荷掛け手1人で

の作業ができることがポイントであ

る。

Ⅲ実験結果

材の引卸し箇所（ウインチワイヤ

ーの引上げ）で，特に傾斜が急にな

るほど威力を発揮する。

経済効果についてみるに，別表の

ような実行数舷，実行期間，実行日

数で228千円の節減がI可能であり，

余剰となった労務による末木枝条等

の集約採材で700千円の収入増，計

928¥11]の経済効果となる。

試用結果を綴告する。

Ⅱ構造および概要

（1）ウインチワイヤー引出し能力

の決定にあたっては，接地面との摩

擦抵抗，障害物による抵抗等を考慮

し，経験上から，ウインチワイヤー

自重の約5倍以'二あれば|一分と判

断し200kgのけん引能力をもたせ

た。

（2）ウインチワイヤー引出し動力

には，廃棄自動車(1,600ccクラス）

のセルモーターを使用した。

（3）トラクタウインチワイヤーの

引出しは，トラクタドラム速度に見

合うようにギアを取り付け，回転力

を落とすとともにパワーアップを図

林野庁長官賞

トラクタウインチワイヤー

引出し装置の開発

北海道営林局日高営林署

西嶋幹夫・斉藤末蔵

Iはじめに

トラクタ集材作業はいかにして材

の引寄せを早くし，トラクタ1日当

たりの稼動量を多くするかがポイン

トである。そこで，トラクタ集材･の

中で最大のネックとなっているウイ

ンチワイヤーの引出しについて，新

しい装置を開発したので，その引出

し装置の構造と現地での実験および

１
１
、
Ｉ
再野
良｡ 引出し装倣を取り付･け

た状態

功程比較表

B/A(%)術考
、区

～

作業量

分
荷掛2人
(A)

318ms

6～9月

15日

引出し装置
(B)

437ms

10～3月

18日

24．3，8

数
期
日
た

量
間
数
り

実行

実行

実行

1日当 21.2m8, 傾斜20｡～30。24．3÷21．2＝1．15
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95影（従来方式65％)，山行規格の

30cm以上では83%(同10%)にな

った。当面畑の過去3カ年の山行苗

木を基準とし，3年生山行苗木のう

ち3号規格苗だけについてみると，

三角形に近い形を示すが，2年生苗

木はやや小ぶりながら六角形をなし

ており，山行苗木としての健全性は

保持している。

3．造林地植栽試験

2年生山行苗木を，3年生山行苗

木とともに試験的に植栽し，両者の

活着，生長状況を調査した。植栽は

担当区で実行し従来どおりの施業に

より，特別な扱いはしなかった。そ

の結果は単年度のものであり，良否

を結論づけ難いが，3年生苗木に対

し遜色はない。

Ⅲまとめ

以上の調査結果から2年生で山行

苗木とすることも事業的に可能であ

り，それによって生産原価を17％

引~ドげることもできる。問題点とし

ては，ビニールハウスの温度管理

（とくに，発芽から出揃うまでの2

週間)，人手による場合の労務管理

（休日のとき）等があげられるが，

大型ビニールハウス（千本当たり約

5百万円余の増額となるが）で自動

温度淵節をすれば，先に述べた得苗

率22％を50％台に引き上げること

は困難ではない。

まき付潤土をした後，ピアノ線ポ

ールとビニールでI､ソネル状にハウ

スをかけ(ビニール・ハウス方式)地

温の上昇を図った。その結果，地下

10cmの平均地温を約5°C上昇さ

せることができたが，これは地温を

1ヵ月繰り上げ，したがってヒノキ

の成育期間を1カ月長くすることに

つながる。ビニールは発芽出揃い後

は除去し，寒冷紗の日澱いをかけ，

その後の管理は特別な取り扱いはし

ていない。得苗結果をみるに，従

来方式に比べて苗長で1.5倍（12

cm),重盈で1.8倍(1.209)とな

り，得苗率では苗長15cm以上が

22％（従来方式ではほとんどなし）

となった。

2．床替

翌春15cm以上のものをまとめて

床替をしたが，施肥設計などその他

の施業は，従来方式と同じとした。

2年生の規絡内得苗率では大苗では

労働雄産性については，この装

置の使用により15％の向上があっ

た。

林野庁長官賞

ヒノキ苗木養成期間の短縮

について

長野営林局松本営林署
小林正一

塩尻種苗事業所
上条久芳・増田長雄

Iはじめに

昭和52年から「ヒノキ苗木養成

期間の短縮」について試験調査を行

なってきた。現在長野営林局ヒノキ

育苗標準である1回床替据置3年生

の山行苗木を，1年短縮して2年生

で山行苗木とすることを目途として

行なってきた3年間の実行結果を取

りまとめたので発表する。

Ⅱ試験調査方法ならびに

調査結果

1．まき付け

表･1追造林地植栽結果

生長洲査活着澗査

cm

l1．4

6．1

試験区
(2年生苗）

荊照区
（3年生苗）

表･2経喪

(千本当たり）直接費の比較 生藤原価の試算

心…34,900m2

･･･477.l千本

・・・“，178

据臓面識

処分数侭

生産原価

従来方式｜:琵織
区分

功程|金額|功程|金額
労鍾0.2711,35010.3911,950
資材費116163
計1,466112,113

率|~霜‘1鶏
｜“"調；驚材蔦

計

計1.8211,9351.39&9,50C

率,c0104z618c

作業趣

まき付け

隊替

据麓

林野庁長官賞

屈曲式モノケーブルの2点

吊り索自動切断装置の考案
0－39

掘磁減少率…

掘慨減少而職

処分蹴琳職…

18.3％

･･･6,3871ng

95.0千本
諸戸林産(株)宮川事業所

中村仁志夫試算処分原価

477.,×".17855.189
572．1

比率……83％

Iはじめに

屈曲式モノケーブル作業の能率向

上と，安全確保を目的とした2点吊

り索自動切断装置（循環索を停止さ

合
比

而職 本数 活着
本数
紬梱
本数
活管率

平均戯長

群 秋
生長趾 率
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なく）好結果を得ている。
3

林業技術協会賞

カッタ

(‘25ノ
土袴落し器の考案について

【－．
＞＝ノ
線用溌瓶

、

Ｏ
一
別
一

叩
ｕ
Ｆ
．
↓

8つ、
a p吟

、‐、‐

瞳

旭川営林支局上川営林署

愛山種苗事業所野村正道

後陥り索カッター

害 ‐
夕

＜）
前inり索カッター

仁＝＝±＝＝＝＝二コ Iはじめに

当事業所の土壌は，全体的に細

砂，微砂の多い砂質土壌であり，土

袴が非常にできやすい状態にあり，

特にエゾマツ，トドマツの3年生か

ら4年生の苗木に付着する土袴を，

春から秋の間に年3回以上，人力に

より竹籍で払い落してきた。しか

し，各作業味替処分等）の集中す

るときは後まわしを余儀なくされて

いた。

そこで,l､ラクダ使用による土袴

落し器（竹瀞使用）を考案し，好結

果がえられたので報告する。

Ⅱアタッチメントの構造等

トラクタを用い実行するためには

アタッチメン|､を開発する必要があ

り，材料としてヨシズ，古いベルト

コンベアーのベルト，古い竹箒など

を用いて実験した結果，竹箒を分解

して縦に配列し，トラクタで引いた

ところ，土袴は良く落ち苗木の損傷

もないことがわかった。

構造：別図のとおり

材料;L型アングル(5mm×40

mm×40mm),平金(5

mm×40mm),ロアーピ

ン，タルキ，古い竹箒

製作費：14,900円

Ⅲ実行結果

54年度に延面積17.811aについて，

この土袴落し器で土袴落し作業をし

た。その結果，別表のとおり，人力

作業の場合は80.10人工を要した

が，朧械作業の場合は運転手のみで

図･1吊り索自動切断装置

は，雛台上の終端に設けられた前吊

り索カッターにより切断されて落下

する。なお,ABの間隔は，前後の

吊り索の間隔より広く固定しておか

ねばならない。

Ⅲ作業方法と使用結果

との装世を利用するときの吊り索

には，価格の安いポリプロピレン製

径6mm(1巻より120本とれる）

を用いたが,1本で2.5～3回使用し

ている。

1回目はaの位世で，2回目はb

の位似で切断する（図・2)。3回目

は残った部分を結び合わせてさらに

1～2回使用するが，このようにす

れば1回当たり219以一ドですむ。

この方法では，索の速度0.5m/

秒ぐらいの低速で逆I臆し，特殊な装

i間を使わないで1人で荷かけを行な

う。おろし樅台では，作業員は落下

してくる材と吊り索の整理とウイン

チの管理を行なうだけでよく，した

がって，間伐材の搬出では2人作業

が可能となる（この場合，46年に考

案した簡易遠隔操作装臓を使用)。

これらのことにより，2点吊り巡

搬でも1点吊りの場合とかわらない

高い運搬能率があげられる。平均実

績によれば，約700本/日(17m3)

である（ただし，雛出作業について

のみ)。一方,安全対策上からも（お

ろし樅台で，作業員が荷に接近して

錐などで後吊り索を切断する必要が

図･2吊り索

せないで連続運搬のままで2本の吊

り索を切断する方法）を考案したの

で発表する。

Ⅱ装置の概要

この装職は図・1に示したように

A,Bの2つの部分とこれらを結ぶ

連結棹および後方に設けられた前吊

索切断カッターから成る。

前吊り索がAを通過するとき7a

に接触してaをa'の位臘に押し後

吊り索カッターAをカッターカバー

から循環索の下まで押し出す。I411#

に，連結棹が作動してBのbをb′

の位置までひき出す。この状態で後

吊り索がAを通過すると，吊り索だ

!ﾅで吊られて進み,Bのb'に接触

して連結棹を作動させてAの後吊り

素カッターをカッターカバーの中に

収納させる。1点吊りになった材
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機械作業と人力作業の対比

31･lha当たり

17．8ha 功穏

80．,0!45人工

3.62610.2人工
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"〃"〃〃/〃〃 縦に四つ並んでいるのが61cm鋸刃，左

側三つ並んでいるのは25cm鋸刃

防風垣剪定機

＝

タルキ

竹諦 業高さ:3.6m,最大作業能率:1.1

km/H,7,128m/日，油圧の振り：

左右30｡,Rチェーン:50常～60#,2

ッション：1：1，装着方法：3点リ

ンケージ,規格:1,000mm×1,700

mm×2,850mm,鋸刃：バラ目の

三角刃61cm4枚･25cm3枚,安全

対策：トラクタの運転席に金網，

プラスチック板などを装着，鋸刃の

伽の部分にプラスチック板カバー装

蒲，鋸刃の取付部は逆ネジに加えて

割ピンを使用し回転軸にカバー装

満，枝葉など飛散物の付着防止のた

め鋸刃の部分とチェーンを完全遮

蔽,Vベルトによるスリップおよび

PTO部の安全クラッチの作動に無

理のかからぬよう配慮。

Ⅲ作業方法ならびに実行結果

ヨーロッパアカマツ，バンクシ.,・

ナマツ，ニオイヒバ防風垣の刈払い

を行なったが，トラクタの運転手，

補助者の2名で実行。運転手は路面

の状態により，棲械の角度および防

風垣との間隔を調節し，補助者の指

示で走行し刈払いを行なう。

その結果，飛散物は大部分が落下

し，運転席への飛散はほとんどな

く，また鋸刃の回転に対する障害は

なかった。さらに，垂直刈払いのた

め画一作業が可能となり，手直し，

仕上げ等の必要はない。

LL詮UL8IU
－一

I
土袴落し器（立体図）

わずかに3.625人工であり，苗畑作る刈払いであり，能率的にも安全性

業の中に占める比率は小さいが縮減の点からも問題があり，また，苗畑

が図られた°また，他の作業に左右作業において主作業の合間とか，終

されることなく必要な時期にいつで了後に実行せざるをえない場合が多

も実行できることになった。く，したがって刈払いの適期を逸し

なお，現在のアタッチメントは1防風壇の機能低下や刈払いのかかり

条実行型であるが，作業能率のいつ増を生ずることにもなる。

そうの向上を図るためにも3条実行そこで，防風垣剪定作業の適期炎

型とするほか，土払部分の耐久IM畑行，作業能率の向上，労働強度の峰

加が今後に残された課題である。賊と安全作業の硴血のため，剪定機

林業技術協会賞を譜案したので柵告する。
Ⅱ構造

苗畑における防風垣剪定機
機械は3点戒装方式とし,PTO

の考案について
袋iriにより動力を取り出し，ユニバ

帯広営林支局広尾営林署一サルジョイントでギヤケースに伝
松尾馨

野塚種苗事業所述し，ベルトによりIIil'臓数を増大さ

白井英夫せ撫刃をu1隆させるものである。
Iはじめに駆動:i､ラクダPTC･Rチェー

防風垣の剪定作業は，人力作業がソ伝達式,所要馬力:30PS以上，

大半であることから，作業手段もはPTOIUI転:540/1,8001n1ilZ,"

しご，踏台を利用しての剪定鋏によ刃1回IWE:540/2,800回転，最大作

人力作業と機械作業との比較

防風垣延長｜竺溺,霞｜雛り蝿｜延人工｜省力性手段

力
械
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量比数曲線(Ry)を右側右下りに，

林齢を右側横軸，主林木本数（残倖

本数）を中央縦軸に，それぞれ等間

隔に目礎り，現実本数から右下り

45度に斜線を描き，残存木数との

交点の真下を間伐本数，この時の間

伐率を右上り斜線，林齢と上層高の

交点の位置で収量比数を判読する

（トドマツ人工林間伐指針図)。

Ⅲ実際の使用手順

①円形プロット：間伐調査を進め

ながら設定できる大きさとして，半

径6.2mの円形プロットを採用，上

層高（樹高の高いもの3本の平均）

とha当たり本数(83.3倍）を決定。

②指針図：別図において34年，

35年，40年について例示してある

ようにして，上層高，現実本数から

間伐本数，間伐率，残存本数を決

定。たとえば，標準地番号1番，林

齢34年の場合，上層高11m,現実

本数27本から，間伐本数5本,間伐

率18％,残存本数22*,ha当たりで

は|削伐本数417木，残存本数1,833

本になる。

地域施薬計画で使われている地位

ごとの林分収椣予想を変態して，林

|鮒と上I簡商から適11畠な主林木本数を

求めるグラフを用いて，間伐対象地

にいくつかの半係6.2mの円形プロ

ットをおとし，｜洞商，現実木数を

求め，既知林齢および上層高から適

正韮林水本数を読みとり，現実本数

との篭を間伐するものである。

その変態の方法として，①収税予

想表から主神木の地位．林総別平均

樹商，本数’’二層I断，収量比数を求

め（拡大造林I、ドマツ人工林収椣予

想表)，②前表の地位．林齢別上層

商をメーI､ル単位に直し，主林木本

数，収量比数を算定し（地位別上層

間ごと本数表),③収鼠比散別の上層

間ごとのllil当たり本数と標準地当た

り本数を求める（収量比数別上層高

ごと本数表)。つぎに,④I記の①と

②の表から上岡筒ll1l線を州iき－林

|鮴と|州1脚jから主林木本数を読みと

る（拡大造林トドマッ人工林林齢別

-脚*木本敬ll1l")-,最俊に,⑤間

伐指針図をl1iく－－|:圃商曲線と収

別表のように，大幅に功程がアッ

プされ，労働強度の軽減が図られ，

安全防止上からも大きな効果があっ

た。機械の術造に複雑さがなく，部

品の購入や修理も容易であり，経没

も少額で済み，隣接箸と共同すれば

さらに経済性も高まると請える。

林業技術協会賞

トドマツ人工林間伐の指針

図作成について

帯広営林支局弟子屈営林署

田中靖一・三ツ橋済・十河正

Iはじめに

最適な間伐作業を実行する合理的

な方法として，拡大造林トドマツ収

碓予想表，密度管理"論に雄づき，

標準地調査を簡略にし，現地で手軽

に，しかも的確に間伐本数，間伐

率，密度管理埜準の収賦比数を求め

ることができ，間伐調査功程アップ

につながる指針図を作成したので発

表する。

Ⅱ方法
ト
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マ
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林
間
伐
指
針
図

d菫り熱
"IITK

間伐率

15%2025

残
存
本
数

一
由
■
一27

(2,250）
使用順序

型
川
皿
訓
狙
叩
躯
鋤
廻
剛
９
帥

Ｉ２０９

１ ７１９

１ ５１◆

ｉ
ｉ

２１
９

０１
０

１５７

現
実
本
数

24

壼壽〒：
-18

灘
→9本

↓

30 35 403

(250）

間

6

(500）

伐本

9

(750）

数

45 50 55 60

林 齢



30

③選木方法：間伐木の選水要領

は，間伐指針図より瀧みとった本数

を，林分の健全性，間伐木の収益

性，利用面を考慮して，残存木の配

置が適正になるよう，樹型級区分に

よって形質不良木，樹冠不整木など

を優先的に間伐する。さらに，間伐

後の直径分布が偏らないよう，問伐

木平均直径が間伐前平均直径にほぼ

0.80前後になるよう選木する。

Ⅳおわりに

指針図を間伐調査時に桃帯するこ

とによって，間伐管理を適碓かつス

ピーディに行なうことができる。ま

た，選木についても個人差が少な

く，全体として，他の方法に比べて

バラツキが少なかった。

林業技術協会賞

空中消火剤の調製と補給装

置について

青森営林局青森運輸営林署

小山内吉郎

Iはじめに

使用される消火液は，展着剤(C

MCの混合率約2%)としての水溶

I I

990m

1

－

500'_|

唾

CMC水溶液

700妙

液に,MAPと呼ばれる消火剤（混

合率約15影)を混入して調製するも

のであるが,@CMCが均一に水に

溶け葱い,@MAPが水槽の底に残

留して補給が困難となる，③補給鼓

がヘリコプターの散布能力より低

い等が主な問題点として取りあげら

れた。そこで,52年度に最も問題と

なっているCMCの水溶液の調製に

ついて，基礎的な実験と試作を亜ね

た結果，実用化できる見通しがつ

き，さらに従来の方法と異なり，洲

製と補給の作業を連続的に進めるこ

とが可能となったので，ここにその

成果について発表する。

Ⅱ消火液剤の特質と調製

1．展着剤(CMC)の特質と水沸

液調製

CMCは比重0.7と比較的小さ

く，細かい粒子状をしており，水気

を含むと粒子が膨張して固まりやす

くなる。実験結果では，水に約4.5

影（水の重量に対して）混合しただ

けでほとんど飽和状態となり，市販

の糊のような固さになる。したがっ

て,CMCを溶かすには，少なくと

も20倍以上の多鼠の水を必要とす

器

ク

CMC調製装置断面図

る。

消火剤の混合装置として，基地に

配慨されているカクハンキライダ

-･V3(500@撹枠用）では,CM

Cの混合割合が少ない最初のうちは

よくミックスされるが，粘度を増す

にしたがってダンゴ状のむらができ

やすくなり，所定の濃度（2％）で

むらのない水然液を洲製するのは困

難である。

そこで，カクハンキライダーとは

全く瀞え方を異にした，すなわち，

円板伏のノズルから水を水平に放射

させ，その水流膜にCMCをリング

状に投下させて混合液を水槽に導く

方法を考えた。これによれば,CM

Cの粒子が水と接触した瞬間水流に

よって完全に離散され，水櫓に流れ

込む。CMCの落下量とポンプから

吐出される水量をセットすれば，連

続的に均一な水溶液が調製できる

（図参照)。

2．消火剤(MAP)の特質と攪伴装

i徹

MPAはCMCと異なり水に溶け

がたく，撹伴する水流が弱くなった

り，聯止したりすると，粒子の大き

いほうから水棚に沈澱しはじめる。

したがって，そのままヘリコプター

のバケットに移注すると，多量のM

APが水槽の底部にとり残され，消

火効果をはなはだしく低下させる。

そこで，水槽に船外機を取り付

け，そのスクリューで消火剤を強制

撹伴し，さらに消火ポンプで水槽の

消火剤（混合液）を循環させること

によって，この問題を解決した。

Ⅲ能力

淵製と補給能力は，ヘリコプター

2機で,1往復所要時間10分，積載

瞳股火700kgと想定し,毎分約170

.0と定めたが，実験結果によれば，

10分間で約1,700′調製することが
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なお，製作費は，付属品を含めて

90,000円程度である。

でき，満足すべき結果が得られた。

2,000‘を調製して移注するまでの

所要時間は,@CMCの水溶液澗製

：10分間約1,700‘，②消火液(M

APの混合）の調製6CMC水溶液

の移注に3分,MAPの投入と撹排

に6分，ヘリのバケットに移注に3

分，計12分ということになる。

以上，椛造が簡単で1､ラブルの要

因が極めて少なく，既販品よりは効

率的作業が期待できるものと考えら

れる。

H型搬器は，従来1本のケーブル

で玉切磯をつり上げ移動していたも

のを，図のようにケーブル2本を平

行に張り，ケーブル間にレールを渡

し，このレールを利用して2本のケ

ーブルで囲まれた区域内をつり上げ

移動させるものである。

IⅡ使用結果

①従来のつり上げ方式との比較：

土場の泥ねい防止の結果，作業日数

の増加により約200mSの集材増；

盤台へ瞳き直し時間およびトラクタ

の待ち時間の不要により1日2～3

nl8の集材増；伐倒から造材までの

作業の流れが円滑となり，また枝付

き材の造材が可能になったことによ

り歩止り向上。

②玉切磯の移動範囲の拡大により

どのような位職でも作業が可能とな

り，また土場の泥ねい防止により，

安全性はいっそう向上。

③架設に要した人工：従来方式に

比べて約3人工の掛噌しとなるが，

悩れるにしたがってその差は解消で

き為。

リモコン装置付防虫剤散布

機の開発について

秋田営林局鷹巣営林署

板倉修一・和田富蔵・佐々木好一

Iはじめに

従来の動力噴霧器は，安全上，能

率上，経済上に種々問題があり，こ

れらの問題を解決するため，集材機

の架線を利用したリモコン装置付･防

虫剤散布機を開発したので報告す

る。

Ⅱ構造と性能

(1)薬剤タンク鍵剤収納総重量

900kg,水とスミバークEを混合),

(2)散布ノズル（3方向に3個)，ド

レソパルブ（タンクの底部に取り付

け)，(4)容量ゲージ，(5)エンジン自

動停止装憧（フロートスイッチと圧

力スイッチを連動させる)，(6)薬剤

投入口（ねじ込み式)，(7)吊り上げ

つり上げ式玉切り装置のH

型搬器(黒松内型)の開発に

ついて

函館営林支局黒松内営林署
藤田卓哉・毛利政夫
泊川製品事業所
升田知一

Iはじめに

種々検討を重ねた結果，縦機への

移動が自在で作業範囲の広いH型搬

器を開発し，実用化の見通しを得た

ので，その概要を発表する。

Ⅱ構造
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方法（ワイヤーロープにより本機と

連結，ローデングブロックで吊り_Iz

げ)，(8)手動式エンジン付圧力ポン

プ（薬剤混合用水の給水ならびに薬

剤散布の動力)，(9)電源バッテリ

ー，伽ラジコン受．送信機（エンジ

ンと開閉バルブを作動，水機のコン

トロール)，伽開閉パルプ(散布液の

自然流出防止)，⑫コントロールボ

ックス,u3使用ホース，側ヘッドガ

ード，｛1，アンダーフレームと車輪，

(10シートカバー，伽手動用散布ノズ

ル（枇職された木材または地表等地

上で散布するとき)，からなり，そ

の製作賀は48万円である。

Ⅲ操作方法

エンジン付圧力ポンプの脱藩，タ

ンクへの薬剤混入，リモー|､コント

ロールのセット，空中散布，地上散

布，格納について，それぞれ所要の

手順にしたがって操作されるが，こ

のうち空中ならびに地上散布につい

て説明すると，

空中散布：エンジンを始動し，4

本の吊り上げ用ワイヤーロープを蕊

材機のローデングフックヘ確実にセ

ットし，必要な商さまで吊り上げ，

散布場所まで移動して散布する。ま

た，水架線利用の場合には，機取り

箇所にも散布できる。なお，ラジコ

ン送信機の操作レバーの操作により

薬剤の散布，または停止を，エンジ

ンの回転背で確認しながらコントロ

ールする。

地上散布：小型トラック蝉に，木

機を積み込んで，貯4<場，I､ラクタ

ー集材の土場等に散布が可能であ

る。

なお，経済効果としては，営林局

全体で広葉樹の場合（53年度）約6

千万円の収入増，労務面からは4倍

強の能率性と539千円の節減となっ

た。

グラモキソンの列間処理に

ついて

前橋営林局今市営林署
はら

シドミ原種苗事業所
小西忍・岩井英男・高井重男

Iはじめに

従来，付属地等に使用していたグ

ラモキソンの特性を生かし，床替の

列間に使用することを考え，実行し

てみたところ，前木に対する薬害，

生長に及ぼす影群もなく省力効果が

あったので報告する。

Ⅱ実行方法

(1)使用農薬はグラモキソン，シマ

ジンで，対象樹種はスギ，ヒノキ，

アカマツ，カラマツで1～2回床

替，散布回数2回（1～3回)，苗畑

の主な雑草はメヒシバ，オヒシバ，

ニワホコリ，ツメクサ，コニシキソ

ウ，イヌビエなどである。

(2)薬量および溌度-1,000m2当

たり水100Jにグラモキソン150cc

（0.15％)，シマジン609(0.06%)

を混合して使用する。

(3)主なる使用器具は，グラカバ

ー，防除機,I､ラクダであるが，次

のように改良した。

グラカバー：カバーの下部に軟ら

かいビニールでスカートをはか

せ，スムースに走行できるように

した。防除機とトラクタ：グラカ

バーを防除機に取りつけるた必

に，器具に合ったホースおよび器

具と防除磯に合ったジョイントを

作り，防除磯にセット，トラクタ

によって適当な圧力を加えて使用

する。

これらの器具に要した経費は，3

組で8,700円である。

Ⅲ使用結杲

(1)省力効果は，雑草の発生本数の

多い箇所ほど大きい。

(2)散布の時期は，一般に鼎めに散

布するほど効果は大きい。

(3)小さな雑草まで消滅でき，さら

にシマジンの効用で新たに発生する

雑草の未然防止を図れる。

(4)手取除草か，ク．ラモキソン処理

かは，雑草の発唯状況と経済性等を

考瞳して，より能率的なほうを採用

する。

(5)セット人員は，茄畑の諭条件，

使用機器等を滑腫して決定する。

(6)薬害は観察されず，生長にも影

灘は見られなかった。

天然林皆伐保残木作業にお

けるF型（モノケーブル）

集材の実行について

名古屋営林局荘川営林署

宮田保晴・中谷清二

Iはじめに

49年度から本格的に皆伐保残木

施業（ブナを主体として90％以上が

広葉樹）を開始したが，その機械集

材方式はエンドレスタイラー方式を

主体に，コレクター使用，ホイスチ

ングキャレージ式wエンドレス方式

等を，現地に応じ災行し検討してき

た。今回は，その成果の一部につい

て報告する。

Ⅱ改善の内容

その主たるものについて述べる

に，

(1)使用する巻付ロープ？古ワイヤ

ーのストランドを利N'し，通常荷掛

には10mm,係級の太いものには

12mmを使い分け,1本の巻き付ロ

ープを3～4回使用。

(2)滑りについて：短く切断したワ

イヤーロープのストランドを適宜エ

ンドレス索に縫い込み滑り止めを施

す。

(3)集材機の巻上能力と作業索強
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度：コントロールラインの取り方を

配暇して対処。

(4)脱索防止と安全作業：直線用滑

車などを活用して安全確保。

(5)縦台の位憧：林道に沿って平行

に長い距離に荷卸し，以後の作業の

円滑化を図った。

Ⅲまとめ

5水の架線で約1,000m3を集材

したが，従来方式と今回実行したF

型方式と比較すると，別表のとおり

である。

以上の実行結果から，緩傾斜地の

集材が可能，副作業の大幅減，母機

の理想的保残碓保，長スパン，大径

材でも集材可能，雛台，集材機の据

付位悩が限定されないなど，天然林

皆伐保残木作業において経常事業実

行形態として自信を深めた。

従来方式との比較表

当署ではヒノキの高品質柱材を第

一の生産目標にしているが，その施

薬体系の中で妓打作業の良否が結果

を火きく左右する。そこで，適正な

||#期に適血な尚さまで安全で能率的

な枝胸.ちを実行するために，種々検

討･を腫れてきたので，その経過につ

いて報告する。

Ⅱ実行結果

まず，過去に行なわれた枝打ちに

ついて，器具ごと（鑑斧，鉈，新

勝鎌）の結果を調査した－初回枝

打林I鮒と直径との関係，枝打器具に

よる枝径と切り口との関係，枝打器

具と巻込みの関係など－結果は，

新勝嫌によるものが最も良い結果を

'侭したので，新勝鎌を主体とした枝

打ちを考えることとした。

1．校打時期と高さ

10．5cm角,3mの無節柱材を生

産目標として，初回枝打ちは林分平

均胸高直径が約6cmの時，高さ2

mまで打ち，2回目枝打ちは枝下直

径が約8cmになったころ,高さ3.5

mまで打ち上げる。

2．校打作業仕組の改善

初凹枝打ちは，1人で鉈と1m{1W

の新勝鎌を持って行なう。2回目枝

打ちは,1m柄の新勝鎌を持った者

が先行し，その後を2m柄の新勝鎌

を持った者が3.5mまで打っていく

ものとする。

この作業仕組の利点をあげると，

別炎のとおりである。

ヒノキ漏脂病の発生概況調

査と材の利用についての考
察

大阪営林局敦賀営林署
粟野担当区
田口勝

Iはじめに

黒河山国有林で，明治末期から昭

釦初期にかけて植栽されたヒノキ林

において，漏脂病の発生とその実態

について洲査観察を行なったので，

その淵盗結果について報告する。

Ⅱ調査結果

次の項目について観察鮒査した。

発生状況：本数比率，材職比率，

被害木の径級本数比率（径級が大き

くなるにつれて本数割合が多くな

る),方位および傾斜との関係(NW

斜面に集中)，土壌型と局所地形と

の関係(BE,BDで72%,凹型，

､1月衡斜lhiで83%),混交状況(混交林

分では少ない)，被害患部の状況(水

質部には腐りはないがヤニ色の変色

は總必られるものの製材の結果，利

用Lに欠陥はないと判断された)。

一般に，漏脂病の発生は生育の比較

的良好なヒノキにみられるが，病害

による肥大成長の影響は少ない。

伐採時の品質区分：被害程度の中

および小についてば，正常木とし

た。被害木が採材面に影響する材職

比率は，最大限12％以下とみられ

る。

伐採llliの買受業者の評価：業者の

’職見では，熊剥木，根曲木，亜曲木

などと異なって腐れもなく採材の苦

労がないなど，とくに問題視してい

ない。

Ⅲまとめ

以l:のことから，これまで獺脂病

のため，ヒノキの植栽が憂慮されて

いた北陸地方の多雪地帯でも，今後

|F型集材従来方式
作業功程

架投本数

m'l作業

架線文|蹴水

雛台,災材機移動

5．691m3

5線

105人

なし

必要なし

5．740m8

3線

155人

あり

必要あり

枝打ちの実行結果と作業仕

組

名古屋営林局新城営林署

田之尻金一

Iはじめに

枝打作業仕組

"1弾｜〃※“”’ 艇 所

高さに応じた枝打ちができる

淡全で能率が上がり渡労度が少ない

枝の太いものも楽に枝打ちできる

△
△
△

蛇と1m楠付新
11劇目

勝鎌

安全で能率が上がり疲労度が少ない

切り口の状態が良い

首の揃さが腿減される

継柄のため取り扱いが楽である

△
△
△
△

1m柄付燕勝鎌
と

2m椚付新勝鎌
の交替組作業

人
人
１
１

211,1目
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は’これらのことに配慮すればヒノ

キの植栽が期待される。

なお，53年度から，被害発生林

分の皆伐跡地に，スギとヒノキの列

状混植試験林を設定しており，ま

た’林木育種場と共同で，耐病性個

体を約50本選抜して，選抜木から

採砿または採穂による育種林を計.閲

している。

緑化木育成用根切器と剪定

器の考案

高知営林局大栃営林署
川村志誠
高知営林署
山本廣

Iはじめに

だれでも容易に作業ができ，安全

性ならびに作業能率の高い緑化氷育

成用根切器と剪定器を考案したので

発表する。

Ⅱ構造ならびに成果

嬢金と
ナット

トーーゴ

図・1根切器

(重さ7kg)

、、

ローーアアーム

1－

'1．

、

IⅡ誉5．00kg

図･2剪定器

（重さ5kg)

根切器：ショックハンマーの機能

を応用した，打ち込み形式，人力作

業と比較するに，1日功程において

男子では176影，女子では187影の

能率向上となった。また，切断面組

織が破砕されず，細根の発生が早い

（図1)。

剪定器：地上において，伸縮自在

で苅度調整も自由になるガイドポー

ル先に鋏を取り付けて，ロープ操作

で剪定，功程は多少おちるが，経費

は節減できる。しかし，専''1職に頼

らざるをえなかった作業，商所作業

においても一般作業員で実行可能と

なり，さらに女子作業員でもできる

ようになった（図・2)。

D.S.ソーチエン給油装置

の改良について

熊本営林局人吉営林署
段塔製品事業所

菅庚助・井上重徳

Iはじめに

従来の熊本式給油装世は，オイル

の自重による流し込みとなってお

り，種々欠点があったが，これに改

良を加えむだをなくし，必要に応じ

て適量のチエンオイルが給油できる

ようにした結果，性能もよく，経済

効果も大きかったので発表する。

Ⅱ改良の内容と利点

ガイドプロック自動塗油器をピン

l､に，オイルポンプとテンションプ

リーがセットになったものを取りつ

け，従来のオイルタンクを使用せず

直接182かんから流し込むように

した。その結果，

(1)オイルポンプの取り付けによ

り，ソーとクラッチをつなぐベルト

の緩みを締める役目も果たす。

(2)オイルタンクが大きくなったの

で，従来のように小出しの要はな

く，手間がは雄けむだがなくなる。

(3)オイルの硬さに関係なく，適量

かつ確実に注油され，オイルの節約

となる。

(4)オイルポンプの取り付けによ

り，オイルに圧力がかかり給油孔が

つまることがなく，手間がはぶけ

る。

(5)ソーチエンが回転する時だけオ

イルが出るのでむだがない。

なお，製作費は25,800Hである。

Ⅲ経済効果

バー取りはずしの必要がなく，熊

本局全体で1,411m3の増産が可能

となり，またオーイルの年間節減額は

553万円となる。

オイルの節減額

種目

l日当たりの

オイル使用鼠

従来型｜改良型｜摘 要

年間使用通

年IM使用径蜜

38×90台

xI20H

=32,4008

3234m2×

260円

=8,424,00OI1]

1.032×90台

×120口

=11,1242

11,1242X

260円

=2,892,240P]

縮””|…･"鰯-璽｡"…-s"’"｡”
罎費比零｜，｡｡”“鰭

改良型の使用量は3

カ月間の平均値

熊本局1セット当た

り年平均集材日数は

120日

チエンオイル14当

たり単価2601'1
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口広島県における間伐小径材の生産

と流通

口造林地放牧に関する試験(Ⅱ）

ロ雪害地の実態調査一昭和53年

1月2～3日の異常降雪による壮齢

林被害について

口大峯山の植生

口県森連広島木材共販所の作業手続

き

岐阜県林業センター研究報告

第8号

岐阜県林業センター

昭和55年1月

ロ枝打ち跡のボタン材発生について

ボタン材の発生鰐にスギの場

合）は，幹部を傷つける枝打ちおよ

び短残校長10mm以上の枯枝によ

って多発し，枝座の型に影響を及ぼ

す残枝径，枝打ち前の成長に影響さ

れる。ナタによる枝打ちは，熟達度

いかんによっては，ノコ単リ，カマ

に比べて幹部に傷をつけやすく，ボ

タン材発生が多い。ボタン面積は，

傷径が大きいものほど広く，約10

年生までの林木では，ボタン着色部

分は経年的に広がる。ボタン材発生

を少なくする枝打ち時期は，スギで

は4月，11月が8月よりも適し，ヒ

ノキでは4月が8月，11月よりも適

している。ケアヘルス塗布は，ス

ギ，ヒノキともボタン材発生を少な

くする効果がある。スギ枝打ち跡の

巻込みは，残枝長よりも短残枝長と

の関連が大きく，枝打ち後の直径成

長が約2mm1年で枝の切断位置が

同程度であれば道具による差は生じ

ない。

ロヒラタキクイムシの飼育方法と薬

剤防除効果

口目立加工所における帯のこ加工の

実態

口集成材用ラミナの品等区分と集成

材の強度性能

|固嗣眉國
蕪こ二に紹介する資料は市販されなL，

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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試験研究報告第22号

鳥取県林業試験場

昭和54年10月

ロスギカミキリによるスギ立木被害

の解析

同齢林分におけるスギカミキリ被

害（ハチカミ）は，直径生長の良い

個体にやや多い傾向があり，樹皮の

粗いものに多い。林分の標高が商く

なれば，平均被害率は低下する。

ロ昭和53年1月3日発生した日野

郡日南町における冠雪害の実態

口制限された照度下におけるスギ耐

陰性プラス木の生長

口除草剤によるニセアカシアの防除

方法について

口市町村を単位とした諜林の利用区

分と森林の最適施薬に関する洲査研

究

研究報告第22号

新潟県林業試験場

昭和54年11月

口村上実験展示林におけるスギ幼||愉

林施肥試験

肥効の現われ方は，樹高よりも直

径に大きく現われる。肥効発現の時

期は，大部分施肥当年もしくは1～

2年のうちに認められる。土壌条件

の悪いところは，肥効の現われ方が

早くしかも肥効は大きいが，肥効の

持続性は短い傾向にある。土域条件

の良いところは，その逆である。ス

ギの生長周期，肥料の流亡などを考

慮すると，4～5月の春卿凹がもっ

とも適当な獅凹時期である。植栽時

の苗木の大きさは，大苗ほどその後

の生長は良いし肥効も大きく現われ

る傾向にある。施肥により1～2年

は下刈り期間の短縮が可能である。

口広葉樹の実生増殖一タネの採取

時期と発芽性

ロスギ床替床におけるパーク堆肥の

施用効果

口階段造林地における土壌水分・溶

存成分の動態に関する試験

ロスギ造林木の倒木起こし（雪起こ

し）と根元曲がりとの関係

ロ|幾械築材作業に使用される台付ロ

ープの疲労

口県内主要都市における緑化の現状

と“蝋木の生育

ロ林道切上法面の植生と追肥効果

口淡合的経営農林家の経営分析

研究報告第14号

広島県立林業試験場

昭和54年12月

口枝ｲl'ち試験一枝胸.ちに伴う材

の災術変色について

枝打ちに伴う材の異儲変色発生の

直撰的な原因は材部の傷である。枝

打ち季節，枝打ち道具，枝の太さな

どは，材・部に傷をつけやすいか否か

で間接的に影響している。冬季より

も夏季，ノコよりもナタ，技が太い

ほど，傷つけ率が高くなり，したが

って変色発生率も商くなっている。

これらの要因が，単独または複合し

て変色に影翻している。枝打ち傷に

よる変色は少なくとも1生長期内に

すべて発生する。枯枝の場合は死節

長と関係がある。発生した変色は，

･慨面よりかならず中心部へ向かって

発達しており，傷面より外側へは発

達していない。軸方向への変色の発

達は，上側よりも下側のほうへ長く

なる傾向にある。
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金子堅太郎（腱商務次官）当省関係の法制整備計画中，山林局関係につ

いてはまず森林法制定の必要がございますが，これがため，その立案と議

会対策を考慮した一連の人事を行ぼう事についてご諒承を得たいと存じま

す。

榎本武揚（農商務大臣）森林法立案については，後藤さんから，態勢作

りはやってあると引継ぎがあったが……。

金子一応できておりますが，不|分でございます。高橋仲次山林局長は

健康上の問題もあり，また，森林法は初めての山林関係の法律でございま

すから，ある程度現場感覚をもち，かつ自ら立案の中心となり，議会答弁

も一手に引き受けられるような局長でないと成立が覚束ないと考えますの

で，時期をみて局長を更迭するのが妥当と存じます。

榎本他省他局からもって来ないとすれば，村田とかいう課長を昇格させ

るつもりかね。

金子そうではございません。

榎本村田ではだめなのか。

金子いえ，能力は十分とみられます。彼は山林学校出の中では最も光っ
ぺつけA，

ており，今までの立案作業を瞥見しましても大体ものになっております。

しかし何分にも卒業後7年に満たないので，多少年は食っておりますがま

だ局長任命は無理でございます。

榎本すると部内でほかに誰かいるのか。

金子高知大林区署長に高怖琢也というのがおります。たしか大臣のご就

任早々に一度伺候致したと存じますが。

榎本うん思い出した。なかなか弁の立つ男だったな｡ちと理屈っぽいが。

金子彼は独蝋の文l秋を談みこなし，前任地の青森におりましたころから

森林法の研究に没頭致しておりました。

榎本少し官員臭が強いように思ったが大丈夫か。

金子多少その気はございますが，いずれ森林法は議会でひともめするこ

とが必定とみられますので，徹底的に論議をさせたうえで，私かあるいは

場合によっては大臣にご調停を願う方法をとらねばならないだろうとみら

れますので，かえって好適かと存じます。

榎本よかろう。村田は高橋琢也の下につけるというのだな。

金子いえ，この際村田は地方へ転任させます。理由は2つございます。

1つはたとえ上下の関係にしても一家言ある者が2人いてはかえって案が

まとまりにくくなること，2つには人脈関係の配慮を要することでござい

ます。

榎本品川さんが昔どうかしたという関係がいまだにあるのかね。

金子品川さんが山林局から退けた桜井勉・中村弥六・中野武営という

大物の3人が衆議院におりますが，高橋は品川系でございます。村田は新

人で直接関係はございませんが，中村の愛弟子ですので，いずれ中村とや

り合うことになる場合，高橋が気にすると思われます。

榎本なるほどな･村田を出すのは惜しい気がするが止むを得ないか。

金子村田にはいずれまた中央で働く機会があると存じます。では，まず
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村田を転出させ，間を置いて高橋啄也を森林法担当の監査官に任命し，時注I:商幡琢也は22年から
27年までの大林区鵜長時代

期をみて高橋仲次局長のあとへ昇格させたいと存じますのでご諒承ドさいに,後藤象二郎大砲と齋藤修
ませ。一郎次官にも森林法制定を建

国し，槙水武揚大臣と金子堅

榎本よかろう太郎次官に稗わった時にも同

このようなわけで26年5月に補佐の水野練太郎が書ず内務省転出と癒巌踏潅した(吻満刷錐遮
り，ついで7月に村n1は宮城大林区署長に転出させられました。どうして

注2；高橘の『森林法論j(III

だか，任命者の高橋仲次にすらおそらく打ち割った話はなかったのでしよ法蝋)は彼の退篇後の明治31

うから,.'1人に理解できるよう綾理由は知らされるはずもなく,屈折した篭灘し鯛撫譲
心境のままでただ黙々 と命に従うのみであっ好しよう。しかし同年''篭篭雛蝋麓雑
月にI笥橋琢也がlll林局に復帰するに及んで“差替え”になったことを知った江崎政忠が語っている。

り，さらに28年尚橘仲次と商橘啄也の交替が行なわれたことで’およそ注3：村剛璽治は:111林学佼時
真相推察ができたに述いありません。こうして村、重治の輝かしい経雁の代'天城山II｣で実習111に切I朱

で突いて片｢|を失いかけたの

中で，彼の自らは語らぬ無念の季節を生じたのであります。時に村田は数を!|1村弥六教授の迅速果断な
え34歳，高橋は48歳でありました。 処砒によって救われ，これを

生涯の恩義とした(同上識)。

金子の予想どおり，村田は30年に高橋が退いた後,本局に復帰して，大また,彼の入学時の年齢は数

活躍をすることについては後話に譲りますが,勤めのうえでは常にすれ違雲1鱸郷?瀞より，
いに終わったこの明治期の林業技術官の両雄が相接して火花が散ったのは

29年6月の三陸大津波の際‘村田のとった緊急措置についてであり蓋した｡灘あ鮮鋭鰯膿篭
村田はいち早く被災地を視察して遷延は不可と判断し，大林区署長一存林材の半額放出を行なった

で当時まだ規定の瓶かつた国有林材の安価放出を行ない,事後処理のため鰯磯総辮辮
上京しました。これに対して高橋は越権行為をなじり，処罰だと言って怒は，昭和30年になって規定

ができたものであるから（林

ったのであります。そこで村田は榎本大臣に直行して陳弁し，そのとりな野庁業務課金子企画官)，そ

しで不問に付されることに載り萱した｡村田は行動し,高橋は理屈を言鰡総藤蕊瀦
い，榎本が欺いたという3人3様の持前が躍如としております。の処脳は，中央からみれば全

さて一方,議会では中村が作った山林同志会の動きが活発化し,28年の券鱒喫赫‘砿‘
第8議会では森林問題の論議が盛り上がって議員からの提案や質問譜:が相年末に撒災撒助避金法(Iﾘ]治

次ぎ,政府は第9議会に森林法案の上程を約束させられるに至りました。ii鰯獺淫Wl噂
ちょうどこのころに山林局長に昇格した高橋は，まさに年来の本願叶っは，'卿樅においてこの事件を

ての登場ですから,寝食を忘れて森林法案作りに取り組み,,02条からな織職灘麓纈
る政府案を仕上げました。大小林区署官制立案以来満'0年目で魚が水を注5：榎本武陽は村田の応急
得たような活躍ぶりだったわけです。越樅処慨の不問を言い波すに

もとより彼は'5年の森林法草案やその審議経過も十分検討したでし"fIM硴鵬蝉う舞
うし，村田が作った素案も見たに違いありませんが，彼の蕊本思想は著習い｡法律のために人間が犠牲

でも明らかなように,政府がきびしく監督することによって始めて森林が臓鰯熟臓理
保全され，かつ経済が保続されるという信念に裏付けられていましたのよい」と汀った(同上鋤。

で，さすがに西欧流の政府出先機関による国・民有林併合監督という従来8月号本棚(29頁,上から4
の線は捨てたものの，人民に対して強権的に臨むという色合いが濃厚に謬行日）に太字部分を追加しま

み出た政府案を送り出すことになりました｡地方行政の未経験や議会政治毛などに活蝿し,大正期に
に対する認識の甘さがそうさせたものとみられますが，彼の原案は手ぐす内務大臣3回’昭和初期に

かんこつは･･］
ね引いて議会で待ち構えていた中村の主導でずたずたに引きさかれ，換骨

雛される運命をたどります｡そして,その対決の過程をうまく取りさば赫政総合鯛壷研究所理事長
いたのが榎本と金子でありました(第十三話参照)。（第十二話終わり）手束平三郎
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皆伐の魅力は，伐採･搬出から更新･保育へと画一的に行なえ

る作業の能率性とその経済性にあるといえよう。しかしなが

ら征々にして，これに伴う大きな代彼一地力維持の問題が
見落とされる（北九州市小倉北区高糯正氏搬影）

ことわ 生態学
18鹿を追う猟師山を見ず

信州大学弧学部教授

只木良他

械職試験地の植穴を標示する60cmぐらい

の竹棒を3,000本ばかり山へ運んだことがあ

りました。車の祁合で，ダンプカーに運んで

もらったのですが，林道の終点で荷降しをす

る段になって，ダンプの連'l展手君，このほう

が早いよとばかり荷台をせり上げ傾けてしま

いました。なるほど一瞬にして荷降しは終わ

ったものの，おかげで50本ずつの束は縄が

切れて竹棒はばらばら。それじゃ，とダンプ

が去ったあと，棒をまとめ直すのに大苦労で

した。

丘陵地の宅地開発はまず生えている木を伐

ることから始まります。宅地ができたあと

は，緑化と称して，以前よりみすぼらしい木

が植えられます。木を伐るのは，工事をやり

やすくするだけのためです。

高能率，それも大変結柵なことですが，そ

れがある部分だけの高能率であって，その後

の処理にかえって手間がかかるようなら，本

当の高能率とはいえません。ある一つのこと

だけを追求して，その周辺のことを見向きも

しないのでは困ります。

鹿を追う猟師山を見ず。よくとれば，一つ

のことに集中することの大切さを教えている

ともいえます。が，利益を得ることに熱中し

ている者は他のことを顧みない，その目的が

達成されるなら，他のことはどうでもよい，

という解釈が正解です。

産業とは利潤の追求ですから，産業にあっ

てもうけを第一に考えるのは当然のことで

す。しかし，目先きの利益だけに考えが走っ

て，周囲のもろもろの事情，その影響に目も

くれないとしたら，これは困ったことです。

そして，それが長い目で見て不利益につなが

っているとしたら，その産業にとっても大変

なことです。

周囲への影緋を考えずに利益だけに走るこ

と，こんなことから環境汚染が生まれまし

た。公害なんて強任を拡散させるいい方をし

ていますが，大半のものは私害です。この対

策として，事前評価，アセスメントというも

のが生まれました。躯を起こす前にその行為

がどんな影聯を及ぼすのか，あらかじめ考え

て対簸を立てようというものです。山をあら
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きは土保全の問題です。そしてこの時，失わ

れていく土は,生産力のある表層土なのです。

それだけ次の代の生産力が削り取られていく

ことを意味します。同じ場所での皆伐のくり

返しで，その場所の生産力が低下していくこ

とはよく指摘されるところですﾕ)。目先の経

済性という鹿を追うだけではいけません。や

はり文字どおり山を見なくては，結局自分が

損をしてしまうのではないでしょうか。

林業にも機械化・能率化は進みました。し

かし，それは伐木・集運材など人間的行為の

収種分野での能率化でした。これにくらべ

て，自然力が大きく支配する更新・育成分野

での能率化はそれほど進んでいません。した

がって，更新・育成分野が収穫分野の高能率

についていけない，あるいは収稚分野の高能

率のおかげで，更新によけいに手間がかかる

という状態が見られるような気がします。更

新不能な箇所までかまわず収稚が先行する場

合もあります。

本来，林業では伐採と更新とは一体のもの

です。むしろ造林学の教えるところでは，伐

採とは更新の手段であって，たとえば皆伐作

業とはその土地をいっせいに更新するために

今生えている木を全部伐ることなのです。現

在，伐採と更新とは別物扱いで，役所でもそ

れを扱う課も部も違うほどです。しかし，収

穫分野の高能率化はその分野だけの高能率化

であってはなりません。更新も含めて全体に

とってのプラスの高能率化でなければならな

いのです。

皆伐を否定する気はありません。実際に皆

伐はまだまだ捨てがたい方法です。要は皆伐

の欠点を知り，欠点が目立たない方策で皆伐

を利用することでしょう。たとえば，伐区面

識をできるだけ小さくし，それを分散させる

こと－所有面積が小規模な民有林地帯では

巧まずしてこうなっているところがよくあり

ます－，長伐期化によって裸地化する回数

を少なくし，高蓄積の林を小面積で効率よく

収砿すること，前回の伐採によって低下した

地力が前のレベル以上に回復してはじめて次

の伐採を行なうことなどでしょう。やはり，

山を見ながら鹿を追いたいものです。

かじめよく見て知っておれば，鹿も追いやす

いし，けがもない，「後悔先に立たず｣では困

ります,「転ばぬ先の杖」といったところでし

ょうか。

さて，林業という産業には森林から木材を

採り出すことが必要です。その利益追求には

木材を効率よく採ることが考えられて当然

で，その手段の一つとして皆伐があります。

皆伐とは，そこに生えている木を一度に全

部伐ってしまうことですから，まずその作業

や技術が比較的単純で，伐採や木材運び出し

も能率的に行なえます。作業のための機械や

林道といった設備投資も効率的です。伐採跡

地は植栽などによって森林が更新されます

が，更新後の現況もつかみやすく，更新した

森林を保育していく手段をはじめ，いろいろ

な処置も画一的に行なえて能率的です。

だからといって，表面的な能率性，経済性

だけが尊重されて，この皆伐という方法が無

制限に広く採用されてよいものでしょうか。

昭和40年代後半に皆伐は世間の批判をあび

ましたが，林業自体にとっても皆伐ははたし

てすべて有利な方法であったのでしょうか。

それは山を見ずに鹿を追っていたのではない

でしょうか。

皆伐のもっとも本質的な問題は，森林とい

う生態系を一時壊して大量の植物有織物を系

外へ持ち出すことにあります。これは今まで

円滑に動いていた物質循環系を壊してしまう

ことです。

皆伐によって上木が無くなれば，上木から

の落葉等の有機物供給はス|､ツプします。太

陽光は直接地面に達して土の温度は上昇し，

土の中の有織物の分解が急に進み，また雨も

直接地面をたたいて土の粒子をはね上げ，土

の構造は壊れ，土と養分は流れやすくなりま

す｡伐採作業によって表臘土は乱され，トラ

クターなどが入り込んで作業した場合には土

は踏み固められています。

土が悪くなれば降水の浸透が悪くなり，そ

れだけ地表流下する水の割合も増えて，土は

流され侵食が起こりやすくなります。伐根は

いっせいに腐りだし，土を保持する能力を失

っていきます。皆伐跡地のもっとも注意すべ

逐
診
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l)筒野山，吉野のス

ギ・ヒノキ林，脅燃

のヒパ林，木頭のス

ギ林などの洲査から

勘案すれば，皆伐1

回につき土壌漣分競

の減少は数％～10%

と考えられる。
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なり，29歳ないし32歳ごろになる

と最高の収得を示し，それから48

歳ぐらいまでだんだんと下降して，

48歳から60歳まではさらに強い下

降を続け，60歳以上から急激に下

降線をたどる傾向を画いた。水準的

にみると16歳と60歳とが同一とな

り，20歳と53～54歳ぐらいが同

一となっていた。また35年ごろ全

国いっせいに澗査を行なった数字も

なお同一の傾向を示していた（図．

1参照)。

これらの労働を人力で行なってい

たころの山師は一升飯を食うとい

われていたが，亜筋労働者として

4,500カロリー以上を摂取していた

と渚えられる。飯米で4,000カロリ

ー，その他で500カロリーとすると

7合8勺の米飯を食していたことに

なる。

このような摂取に耐えられるよう

な健康を保つことが高収得の維持に

もつながっていたのであろう。

仕事鼠について玄人と素人とでは

どれくらい差がつくものであろう

か。造林手の冬山作業として,ha当

たり100mの作業道を作設して，そ

の作業道間を各人の受持区域を区切

り，その区域内にある立木を伐倒造

材のうえ作業道まで雪の上を木寄集

材して，枇職完了する功程であっ

た。玄人は19mSの作業量があり，

衆人は1.6m8であった。

ところが翌年は紫人が4m3まで

作業蝋が増加した。このように全く

の緊人と玄人では10倍の差があっ

底をなしているのであろう。

40歳以上54歳までの有業者数が

全体の有業者数に占める比率は約

48％となっており，この年齢|曾を含

む高齢者の有業者数は63％となっ

ている。

数字の上からも実態もかなり高い

率で高齢者の有業が認められるので

あるから制度的に同一企業なり，勤

務形態を同一にする職場で雇用を延

長することを決めれば停年延長は可

能な問題かもしれない。

また働く側からみれば今日の社会

の経済的不安から余裕のない生活を

強いられている高齢者にとって，雇

用延長，つまり停年延長は健康保持

上からも，精神的，経済的安定上か

らも望ましいことであろうと思われ

る。

しかしながら，65歳の停年延長

にはいくつかの問題があると思われ

る。

まず第一に体力的な問題があると

考えられる。

昔，厘代といわれていたころから

の習慣で作業員の賃金は出来高払い

が多く，ことに伐木造材，木寄，集

材，運材，柾積などの職種はIn8当

たりの単価を決めて，その人々の出

来高に応じて支払いを行なったもの

である。昭和24～26年ごろこれら

の耽種の個人ごとの年齢収得などを

3カ年にわたって調査を行なったこ

とがある。それによると16歳ぐら

いから就業をした人々がだんだん経

験と技量を積んで20歳で1人前と

最近65歳停年延長の’蒲題がかも

し出されている。日本人の人口1億

1,517万人（昭和53年10月1日推

計人口）のうち50歳以上の占める

人口比率は22.7％また55歳以上は

16.8％，60歳以上は12.4％となっ

ている。

次に15歳以上の労働力人口5,532

万人に対して50歳以上の人口は

47.3％，55歳以上では35影となり，

60歳以上は25.8形となっていて，

就業人口に高|鮒者の占める比率はか

なり高いようである。

また52年における有業者数は

5,365万人であり，40歳以上54歳

までの有業者数は47.9％，55歳以

上が15.3％,65歳以上が4.8％とな

っている。

それでは55歳以上64歳までの人

口（53年）と同年齢腿の有業者数

（52年）とを比較してみると59．4

％となっていて,約60％近い人が何

らかの有業者となっている。

以上から55歳以上65歳の年齢層

の総数が人口に占める比率は8.2％

で，労働人口に占める比率は10.2

影,有業者数に占める比率は10.5%

であり，労働人口の約1割程度の

人々が65歳停年延長によって差当

り何がしかの影蒋を受けることにな

るであろう。

筒齢者の福祉那業拙進に当たっ

て，その財源を負担するのは若齢風

だという考え方ばかりではなく，高

齢者自らにも負担をかける必要があ

るという考え方がこの雇用延長の根

奥薗栄山･森林･人 (Ill陽国策パルプ）

陥歳停年延長
’
一
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たが，だんだん経験を積むにしたが

って素人がより早く仕事量の伸びが

あり，その較差は縮まる傾1句を示

し，同一経験年数者ではほとんど差

がなくなってくるものである。しか

し，個人差というものはあるものと

思われる。かつて，“おおむねC''と

いう言葉を記憶されている人もおら

れることと思うが，各人の格付賃金

を決めるのに基底額を125％した基

準額を"おおむねC''として±25%

で100～150の幅の中で各人をA,

B,C,D,E,にランク付けして格付

賃金を決めていこうというやり方で

あったから平均が“おおむね”にな

るようにしようとしたものである。

ところが各人の格付賃金に50％

の幅があるということは共同出来高

の場合にも賃金の配分に当たって余

りにも差がつきすぎるということに

なって，作業員から問題が出て対組

合問題ともなってこれが完全実施は

ほとんど不可能な状態であったこと

を思い出す。

経験年数階別賃金はこれらのこと

を考慮して，各階の10％増しの幅

の中で各人の格付を決めることにし

たものである。それでも経験階の違

う人々との差はそれより多少多くな

るのである。

職業的に体力的条件というのが必

要なのだろうかということについて

若いころ土木専門の老人に尋ねたこ

とがある。彼は永年土木工事の現場

監督をしてきた人であり，土方人夫

のﾀ硯的判断について話しをしてく

れたことがある。老入いわく「土方

人夫はモッコを担ぐ仕事がほとんど

であったので，モッコの紐の長さな

どから身長は5尺2～3寸ぐらいで

中肉中背といったところがよい」

と。「なぜ中肉がよいのか」と重ねて

尋ねたところ，「中肉のものは筋肉

のしまり具合がよくて，長く労働に

』賃金の高さ
／

1bjO2"03h4'04b56525130!"1bjO4060機，
▲図・1 年齢

｜”蝿小礎”
3,000
ripl

図･2し 製造難

〆

保に当たって，健全な肉体と
呂二

若い力と強健な精神力を持ちrnj~Zg303540jnn璽5
111111111

合わせている者をまず求める 1924293439“495459鰻

のが人情であろう。年齢

ところが若齢者の労働力を増加さが，すでに名番欲を放り出した人々，

せることは困難になりつつある時期であり，それらの人々と単純作業と’

であり，高齢者の労働力を活用するが結びつくためにますます高齢者の

以外にないようである。その場合よ雇用と処遇とが難しくなりつつある

い活用面では経験が長く，業務に熟のではないかと思う。老齢者の砿業．

練する必要のある面で，その人の能に対する適性と処遇とがまだ散発的

力を活用することのできるところでであり，体系化されていない以上，

あればより多くの効果が発揮できるこれらの円満な解決はそれほど簡単

であろう。しかしながら，業種やそではなく，今後おおいに研究される

の内容を異にして，より肉体的な単ことを望むものである。最近の統計

純労働の業種や業務については雇用局綱の『労働者の産業学歴年齢階級

延長による停年延長は肉体的な衰え別平均現金給与額』（昭和52年）で

がだんだん目立ってくる高齢者にと産業全体の傾向値は図･2のように

っても抱える企業側にとっても余りなっている。

得策ではないような気がする。学歴別にみると学歴の商いほどこ
すく

そのためには複雑な業務にして磯の翼えの差は妙ないようである。

富な体験と判断力を必要とするよう

な業務ほど適職であるかもしれない（次回は蚊胤氏が鯉当します）
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性，④相当幅の価絡変動があり，‐上

場品商品としての適柊性を備えてい

る。

合板に先物取引制度を導入した場

合の効用

1．先物取引市場において形成され

る先行価格指標を活用することに

より，関連業界においては，合板

または原木の値決めの円滑化や計

画的な仕入れ，加工，販売が可能

となる。

2．保険つなぎの場が与えられるの

で，合板の価格変動に伴う損失の

危険を回避することができる。

3．先物取引には，一般に価格変動

を平準化させる作用があるので，

合板価格の大幅な変動を緩和させ

る効果が期待できる。

合板に先物取引制度を導入した場

合の問題点および留意すべき事項

農林鶏
合板の先物取引
検討会の決論でる

はうワン合板である。

一方，合板産業をとりまく潔境

は，石油ショック以降の住宅着工戸

数の減少により長期的，椛造的不況

下にある中で，原木の産地価格の高

騰，為替相場の変動等による原木価

格の乱高により合板価格が短期間に

2倍強に上昇する反面，円高基調に

なると一挙にｲlIi格の下落をみるなど

著しい価格変動を繰り返している。

合板の上場適格性

合板（コンクリート型枠用,JA

S製品）には，先物取引が成立する

要件である，①品質の均一性，②市

中取引量の大量性，③品質の耐久

林野庁は，合板に先物取引制度を

導入することについて，昨年12月

より検討会（学識経験者，関連業界

代表等で総成）を組織し，利害得失

等について繊討を重ねていたが，こ

のほどその検討結果が8月5日林野

庁長官に報告された旨発表したが，

その概要は次のとおりとなってい

る。

合板産業の現状と問題点

わが国の合板産業は,54年現在で

製造業者，流通業者でその数約12

千人，年間生産量(普通合板)約21

"m2(4淵換算),生産額7,600"

円となっており，生産量の約95％

1．L、一一・．－し j←一己－4・’

■

ザ

木材チップの産地価格，国内卸売価格の推移

離織鵜鍵蕊識鵜鰯灘態駕
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高騰した木材チッ

プ価格

木材チップ価格は,48年のオイル

ショックの後，紙・パルプの需要が

減退し，パルプ材が過剰在庫となっ

たことから低迷していた。

ところが，53年11月以降上昇に

転じ，54年末から急騰した。

この要因としては，①米国産チッ

プ価絡の上昇に加えて，②円高から

円安への移行に伴う輸入価格の上

昇，③景気回復に伴う紙．板紙需要

の増加等が挙げられる。

54年におけるわが国の国内チッ

プの生産量は1,582万In31木材チッ

プの輸入量は1,500万nl8で輸入チ

ップが約5割を占めている。この輪

'ブ産地価格

ストラリア）

fl内卸売伽椎

､~-ず雪く
針集勝チ プ唯地IIMilff(アメリカ）

6世
l～4－

36
7－
9

10～1～4～7～10～1～4～7～10～1－4－－7～10～
12369123691236912fi

L－－－52fiー-ヨー53年一陸54年一-55年一

資料：大蔵省「日本貿易月謝，日本銀行「卸売物価指数」
注：産地価絡は，針葉樹はアメリカ，広蕊樹はオーストラリアで，それぞれ輸入

金額を輸入数量で除したIn3当たりの価格である
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1．先物取引のもつ機能を正常に発

揮させるためには，関連業界の理

解と協力のもとに適切な巡営を行

なうことが基本的に重要である。

2．合板の先物取引の制度化および

運営に当たっては，仕手による人

為的な価格操作の排除や商品取引

員と一般投機家との間の紛議の発

生の防止について十分配職する必

要がある。

3．先物取引市場における取引は差

金決済が通例であり，既存の現物

流通実態に与える影響は僅少と考

えられる。

4．先物取引には価絡変動を平準化

する磯能はあるが，価格水準を維

持，調整する機能はないので，合

板の需給対策や企業対策は別途必

要である。

’ や41。『武下〆．I

入チップのうち約5測が米国産針莱

樹チップである。

米国産針葉樹チップの雌地価焔

は，54年末から55年にかけて急騰

した。

この要因は，米国内の住宅蒲工件

数が激減したことに伴って廃材利nj

のチップ生産が減少しチップが不足

気味になったことに加えて，米国内

の紙パルプ業界において仮需要によ

るかけ込み生産が活発化したためで

ある。

海外チップの急騰，入手難は，国

内チップの需給をひっ迫させた。わ

が国における木材チップ価格の安定

のためには，間伐材，虫害木等を活

用した国内チップを安定的に生産す

るとともに，その取引体制の整怖を

図ることが重要である。

I
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三バカでもチョンでも写せる（ 動してレンズ系を収めた鏡胴を三
菫 三

三:カチョン・カメラという言葉が 前後に移動させてレンズの焦点三

言;ありますが,写真撒影を大衆のを調節します｡ふたつのﾐﾗー曼
菫 二

言ものとした昨今の技術進歩は大の写し出した像の一致の工合を三
三 二

言したものです。カメラ操作のう判断するのは，この擬構の頭脳三

言|ちもっとも面倒だった露出の目というべきLSI(大規模集積臺
二＝： ＝

冒動化は,昭和30年代後半に普回鋤で,これがﾌｫー ｶｽ制臺

雲霧鰯葱聴:自脇蕊匿繍寵
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三
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冒原理はともかくとして露出の場ところで,ここで問題になる三

＝

:合に比べて距離検出の機織が複佳のは,ｵーﾄﾌｫーｶｽ装置は三
畠:雑であること，レンズ駆動に大””ファインダーの中に入った景色三
弓 三

言きな動力が要る，商い糖度が要のなかで何にピントを合わせて三
目 ＝

旨求される等の理由で，試作して占くれるかという点です｡人物を三眉 ＝
層みても大型で重く価絡も高いも””撮りたいと思っているのに，そ三
目 ＝

昌のしかできず，開発普及がおくの後にある建物にピントを合わ三
冒 三
冒れていました。せてしまっては台無ですから。菫
言 ＝

言光学・機械・電子の諸技術のこの点については自動焦点装三
屋 ＝

旨粋を結災したシステム工学の結髄は，ファインダーの中の窓に三

冒晶として自動焦点ｶﾒﾗが初め入ってくる被写体のうち,その曼
冒 ＝

三て市場にお目見えしたのは|旧和コントラストが最も高いものを三
三 三

冒52年です。選んでピントを合わせるように三
冒

冒このカメラのファインダーを作られています。選び間違いを三
三 二

三のぞくと中央部に小さな四角のしないように，可動ミラーは必三
冒窓があり，そこに被写体をとらず最至近距離から無限大までを言
＝

居＝

言えるとファインダーの両側にあ調べ，再び至近距離にもどって三
三

薑るﾐﾗー が被写体までの距離の鎧もｺﾝﾄﾗｽﾄの大きい被写臺
三三角測趣を始めます。ふたつの体を探索してとらえます。

言ミラーのうち一つはI劇定していよほど特殊な構図や撮影意図三
三
三て，これと直結した受光素子にをもたない限り，カメラマンが三
＝

三被写体の像が写し出されます。普通主題として選ぶ被写体は，三
＝ ＝

＝

三いつぽうは可動ミラーで，これ人物や動物などコントラストの三
呂＝

言がとらえた像が固定ﾐﾗー の像極めて大きいものですから,こ三
三とピタリー致するまで回転しまの機構でほぼ間違いのない写真冒
冒 匡
二す。この可動ミラーの回転は連撮影ができるようです。 i三＝

三 ’＝
＝＝

＝

＝

匡

現代用語ノート琴
＝

三
＝

g＝

巨＝

罰lⅡIⅡⅡⅡ11ⅡⅡ11ⅡⅡⅡⅡ1111ⅡilⅢ11ⅡIⅡⅡIⅡ11ⅢH1ⅢlⅡⅡilllllⅡⅢ11ⅢⅡ1111ⅡⅡⅡlⅡ1ⅡⅡ11ⅡⅡlIIIⅡⅡIlIIIIIIIIIllⅡlIIIIIIⅢIIIIIIIIlllⅢIⅡIiIIIⅡⅡⅡIlIⅡH1Ⅲ1Ⅱl言
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一
《

豊富な樹種に恵まれているわ

が国では，樹木の形態や分類に

関する参港瞥はすこぶる多い

が，その生理・生態的諸性質や

増殖についての正確な知識をう

るには，いまだ困難な状態にあ

る。これらの要求をもりこんだ

新しい樹木学の発展とそれに関

する専門譜の刊行が期待されて

いる。本書はこれらの期待を満

たすにはむろん-|-分ではない

が，これからの樹木学の充実を

図るための新方向を示すものと

考えられる。すなわち，本書は

関西地域に自生または植栽され

ている樹木のうち，比較的育苗

技術の研究が遅れている樹種を

対象とし，その育苗方法につい

て，関西地域の19の国・公立

林業試験研究磯関が共同して，

昭和49～53年度の5カ年間に

試験研究を行なって得た成果を

要約されたものである。その記

戦内容はすべて，今回の共同研

究の成果に基づくものであり，

1樹極あたり実生およびさし木

繁殖別に,3～15の試験または

澗査の繰り返しのあるものに限

って収録したもので，その記載

内容は信頼性の点でも類瞥に及

ぶべきものではなく，高く評価

されるものである。

本普の職成は本文および付表

からなり，本文は71科288種

について，実生とさし木に分
､

け，前者は結実特性，採種一

貯蔵，播種一床答，育苗上の要

点，後者は採穂一軸づくり，さ

しつけ～床替などの項目につい

て要領よく記戦されている。付

表は実生262種，さし木226種

につき繁殖別に育苗_'二の要点を

一蹴表としている。

蟻鱗蕊騨

関西地区林業

試験研究機関

連絡協議会
育苗部会編

樹
木
の
ふ
や
し
方

’
タ
ネ

病大小の｢鹿の子｣を並べてあるようには

夛;瀦篭難臘鑿
す素締鰕墓椛鰯嬢磯態
す顔富であり,0!価に多壁の臘子を謎する．そして胞子は雨滴の飛沫とともに，また昆

一一へ虫や鳥の体に付着して伝播する。

塵”に比綱してﾏﾂ,罐……"“
マツすす葉枯病は大気中のSO2ガス波

枯らすことから大気汚染の指標病害として

葉有名であるが,葦た,気象蕊圃健の総慧
枯裳蕊辮鶏墓霧鰐；
病広域大発生することでも有名な購気で露

菌墓蹴惑蛎撫蝋
的に存在していることが確かめられてい

ホ
と
り
か
ら
苗
木
ま
で

る。また人工的に接種しても普通は発病し

爪ない｡上記のような外的要因がﾏﾂに加え
腿林出版

東京都港区新蛎

5－33－2

"03-431-0609)

昭和55年3月15日

発行

A5判,340頁

定価3,800円

られ生理的に活力が落ちたとき始めて病気

をおこす。山医者はこのような性質をもつ

き三蕊蕊欝饗蝋灘溌：
雷（零:燃繼鰯撫灘呼‘）

牢ﾐｸﾛの造形
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従来，全国各地の都道府県の

林業試験場相互間の共同研究が

実施されているが，その成果は

共同研究報告省:として刊行され

ているが，一般の人々に利用し

にくいものに発表されているこ

とが多い。今Imの刊行はわかり

やすい記述で，しかもその内容

はすべてこの共同研究で得られ

た実証に基づくもので，信頼で

きるものであり，しかも一般の

利用者が容易に手に入りやすい

利点がある。

今後，このような試みが，単

に関西地域のみではなく，全国

の試験研究機関が共同して，ア

メリカの山林局が刊行してい

る種子便臆(SeedsofWoody

Plants),造林樹種便朧(Silvics

ofForestTrees)にまけない

立派なものの完成が希望され

る。

なお本瞥には今後各樹種の果

実，種子およびさし穂の図版が

添付されると，さらに興味深い

ものになるだろうし，主要な専

門用語について解説をつけてい

ただけば，さらに利用しやすい

ものになろう。

（日本林梁技術協会・柳沢聰雄）

《r三壱壽刃

優良材

“無節材でなければならないとい

うことでなければ製材も今とは随分

違ってくるのですがね”優良材につ

いて聞き込み調査に吉野に立寄った

際，ヒノキ専門の製材工場主の話で

ある。

柱を例にとっても，優良材といわ

れるものは目幅が狭く揃っているこ

と，腐れ，あてなどの欠点がないこ

と，材色がよいことなど種々の条件

が整っていることが必要であるが，

たとえこれらの条件が術わっていた

としても，材而に節があれば材価は

著しく低下する。一般にヒノキの場

合節が多くあるいは大きい並物とい

われる柱と4材面に節がない4方無

節の柱とでは，材価は10倍も20倍

も違う。そのため，製材工場では節

が材面に現われないよう丸太の選木

から製材木取りにいたるまで，最大

の注意を払っている。たとえば，素

材は樹心部の目の込んだものが好ま

れる。なぜなら，このようなものだ

と枝の枯れ上がりが早く，したがっ

て，材面の節が小さく少ないことが

期待できるからである。しかし，4

方無節材ともなると100本の原木を

製材しても1水とれるかどうかであ

るという。

確かに節は木材の欠点であること

は事実である。しかし，柱に多少の

節があってもそこから折れるとはか

ぎらず，また，そこで著しく狂って

くるものでもなく，実用上そんなに

支障が生ずるわけでもない。まして

や，集成材の上に薄い無節の単板を

貼り付けて4方無節の柱を製造して

いる。そんなにしてまで柱は無節で

なければならないとする根源はいっ

たいどこにあるのだろうか。それは

美観上の問題に外ならない。日木人

の潔癖を好む性賀がこのようなとこ

ろに現われているといえないだろう

か。先の製材工場主の言葉もこんな

点についての感想と受けとれた。望

いずれにしてもこのような日本人

の木材に対する好みが世界中でいち

ばん高価な木材を生産させているこ

とも事実である。そして過去20年

間の統計資料によってもわかるよう

に，並材は諸物価の上昇曲線にそっ

ているというよりはむしろ下旧lって

いるのに対し，役物といわれるもの

はそれをはるかに上回って.上昇して

きているのも事実である。日本人の

無節材への好みはそうかんたんにな

くならないようである。

優良材生産のための手順は各県に

おいてそれぞれ指標がﾊ1されている

ようであり，それを手だてに進める

ことであるが，まずその股も無難な

龍一歩ば機会あるごとに枯枝を落と

しておくことではなかろうか。

(T.N.)

1

樹木のふやし労
●峨凶句が6■＊4弾一

峰‘畷

■

１
１

》
鍔

Ⅱ ▼

議

蕊ﾛ榔畠屡佳式金槌
山

３

１
１

8月号本棚にて紹介しました赤井英

夫著『木材需給の動向と我が国林

業』（日本林業澗査会刊)の中で定価

を2,500円と表示いたしましたが，

2,000円に胸･正いたします。

この欄は綱巣謹員が担当Lていまブ．
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協会の,うごき

◎支部連合大会

8月21日朧岡市において開催の

東北・奥羽支部連合会総会に小畠専

務理事が出席した。

◎講師派遣

1.日本林業経営者協会の依頼によ

り,同会が行なう第6回海外(ヨー

ロッパ）林業視察の講師として，

本会顧問坂口勝美を9月1日から

23日までの予定で派遣した。

2.依頼先三亜大学艇学部

（非常勤講師）

氏名技術開発部長渡辺宏

期間55年4月10日～9月30

日

◎職員の海外派遣

1.氏堵海外調査室

主査技師小原忠夫

派過先インドネシア・ムシ河上

（用務）流林業資源調査について

期間8月25～31口

2.氏名企画室次長宍倉和夫およ

び技術棚発部若森主査技

師，近藤専門技師，佐藤

技師

派遣先フィジー・林業開発現地

（用務）調査
期間9月6日～10月20日

◎入会案内

林業技術の進展をはかり，林業従

事者の経済的，社会的地位の向上に

資するためにより多くの方々が入会

されることを願っております。会員

の皆様，本会を林業技術者の唯一の

団体としてより充実したものにする

ため，未入会の方々の入会をお勧め

下さい。

＜昭和55年度本会会費＞

一般正会員年額2,500円

学生会員〃1,800円

特別会員（甲種)一時金

60,000円以上

特別会員（乙種）年額6,000円

外国会員年額3,700円

◎会費納入のご依頼

本会会費の納期は5月末日までと

なっておりますので，未納の|句きは

納入下さるようお願いします。振替

用紙を5月号に挿入してあります。

昭細55年9月10日発行

林業技術

第462号

編集発行人猪野｜曠

印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102）東京都千代田区六番町7

電話03(261)5281(代)～7

（振替東京3－60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN



■9月新刊

ある林務官の手記
木村晴吉著1,200円〒160

日本の山を守り育てるために、森林・林業をもっと圃

民に近づけるために．林業技術者としての借熱の記。

木材需給の動向と謝掴林業
赤井英夫著2,000円〒160

木材滞給を展望し、今後進むべき雅本的方向をボす。

艤訪補助｡融資｡税制全科
林野庁監修《55年度新版》2,300円〒200

54年度新事業及び55年度の｢林業地域総合盤備事業｣、

｢新林幟｣等を収録、更に｢地域林業の振興｣を加えた。

日本の造林百年史
林政総合協議会編2,500円〒200

これからの造林の在るべき姿を考え探るために我が岡

の造林班業と造林施策の移り変りを部i"l線に記述した。

森林資源論研究-その縫済的ｱブﾛー ﾃー 立木幹材積表
萩野敏雄著1,800円〒160東日本編1,200円〒160

『繰林演源｣とは何か。著者の永年の研究成果を災録し西日本編1,200円〒160
た我が国初の｢森林漬源諭｣。55年度日経・経済図書文 林野庁計画課編
化賞候補優良図書

林道災害復旧工法事例集間伐のすべて
一生産から搬出｡加工.販売まで一日本林道協会糊2,500円〒共

坂口勝美臘修2,000円〒200災謀似旧工事の設計便宜のため、災際に施工された復
旧工率の中で標準的とみられる60例を抜きII北、が奥現場の人達にもわかり易い、権威者による平易な解説。
及び図miを中心に示した設計業務の為の尖務必柵糾:。

4"I:は従来なかった川上から川下までの一撤した判:述・

労務管理論《改訂最新版》 林道規程・解説と運用
片岡秀夫著2,000円〒200

振動障誓対策や国有林の常勤制など、ここ数年の変化

を踏まえた待望の全面改訂版。

日本林道協会1,500円〒共

林遊胤繩の連用について逐条解説した唯一の必鵬番。

好評に応え再版なる.ノ

日本林業成熟化の道林道災害復旧の手引
地域林業の主体をどう形成するか

北川泉細著2,300円〒200

[1本林難の現実を具体的に解き、日本林業が発腱して

ゆくための新たな実践的論理を導き出した話題の好耕:。

図解日本の森林。林業
同編集委員会編1,200円〒160

脚と解説とで11本の森林・林業の現況と問題点、今後

の〃向をとらえることができる。

図説造林技術
造林技術研究会1,500円〒160

造林技術全般に豆る写真と図によって、目でみる他に

航をみない造林技術解説書。

林野庁林道課監修2,200円〒共

災普の発生から復II1の完了までの手順をわかりやすく

系統的に解説した手引書。

林業経済論一木材価格と流通－
片岡秀夫著1,800円〒160

林業界・林産業界の最大の関心率である｢水ﾎｲ価格論」

ともいうべき待望の書である。

独和･和独林業語彙
大金・中里他編2,500円〒160

すべての研究者が待望していた、戦後初の画期的な独

#11･和独語彙。

聯日本林業調査会
〒162束京都新宿区市谷本村町28振僻東京6-98120a(03)269-3911"
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樹木のふやし方一タネ・ホとりから苗木まで一
関西地区林業試験研究機関連絡協議会育苗部会・編/A5判/340頁/¥3800/〒200

300余の揃種の特性ならびにタネ・ホとりから床替までの育苗上の要点が記載されておI)実
用的利用のほか，開花・結実・発芽・発根等，樹繩特性の情報源としての評価も高い。

日本森林立地図森林立地懇話会編/¥3000/〒160
森林土壊図，植生図，温量指数図，年降水雄・股深祇雪図の4図からなI),前2図はカラ
ーで土域，植生の分布を，後2図は透明紙に気候要素が等値線で記載されているので，土

雛・植生図の上に重ねると，土壌，植生の分布と気象因子の対応が観察できる。

図説瀞鶏熱嘉幾離脇縦照熱謡
森林の土壌と肥培〔2刷〕芝本武夫著/A5判/142頁/¥2000/〒160

1欝靜繼瞭鯉'郷撫淵詞楚辨ji縦鰯｝索引(和欧語)か
今日の林木育種戸田良吉著/A5判/240頁/¥2500/〒160

林木育種事業に蒲手して以来の知識の集械によってひきおこされた林木育種自体のイメー
ジの変化，育種戦略の変化をとらえて現在の林木育祁の像を猫いたもので，英文の要約を

添えている。

森林調査詳説木梨謙吉著/A5判/660頁/¥6000/〒200
森林や苗畑，各種試験，育種など，すべての部門にわたる調査実例にもとづいて，考え方

と計算手順および分析結果を与えている。また材職表や細り表，収穫表に関する検討，枝

打・間伐など林業への実験計画法の応用と考察，森林調盃における功程表をまとめている。

農林出版株式会社
東京都港区新橋5－33－2／電話(03)431-0609･3922/振替東京5-80543
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●，""新刊林業等振興資金
融通雪定幡置法の解説
林野庁企画課｡監修／林業金融研究会｡編
A5判/P250/¥3,200/〒200

《

｡
¥
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林業等握興資金
|融通暫定措遼法の解説
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林業等振興資金融通暫定措置法は、昭和54年第87回国会で成立し、6月28日

付けで公布・施行されました。その後，林業者等の作成する林業経営改善計

画や，合理化計画の認定もかなりの量にのぼり，農林漁業金融公庫等からの

貸付け期間の延長，国産材産業振興資金の創設及び林業信用基金の債務保証

の拡充という本法の3つの大きな柱のそれぞれが順調に実施されております鰯

本書は，林業等振興資金融通暫定措置法の運用の一助となるように，林野庁

の関係職員が，できる限りわかりやすく解説を施したものであり，本法の円

滑な運用に広く活用されることを期待します。

居
寺
人
，
Ｕ
ｊ
１
Ｄ
Ｃ
Ｐ
－
Ｑ
ｃ
Ｊ

１
１

』

Ｇ
ｆ
８

I雪離‘……娠…,,",‘．。’…_‘"(代，輔
搦団

1日 一旬c－『・～毎一 守●且p唾0｡●ぬい－．｡､



－－－

KⅡM…

きちとの製図材料､写真技術は
林業技術の発展に貢献しています。
●製図材料=AKケント紙／ダイ

ヤマット／ダイヤマット・スーパ

ー／ミクロトレース／力クラス/ユニ

ノf-/ダイヤセクション/AKノ〈ブ

ール(地積測量図)/農林規格､法

務省規格等の印刷

●写真材料＝ミクロコビ＝/カラー

コピー／ジアゾユニノぐ一/38ジアゾ／

ジアゾカクラス／ジアゾユーニノ噌一

UD200/オリジナルブラック

●写真技術＝航空写真フイルム

現像/航空写真密着焼付/引伸偏

位修正/機械図化用ボジフイルム

/モザイク写真/航空写真地図/図

面の複写(拡大､縮小)/地図編纂

と複製/静聴写真による地籍図複

製/ブ.ラニメーターによる地燕図

その他の面種測定/カラー空中写

真(日本地図センター取次店）

■ご用命は下記の営業所へご連絡ください

きちと厩[羽株式会社
本社／東京都新宿区新宿2-7-1〒l60TELO3(354)0361

●東京営業部恋03(350)0641/"03(350)0701●大阪支店盃06(772)1412●四国営業所盃0878(34)3351●札幌支店盃01I(631)4421⑥旭川出
張所公0166(47)2271●松本営難所竃0263(26)8708●新潟出張所盃0252(43)2325●埼玉支店盃0488(24)1255●筑波営業所盃0298(51)8171
●欄浜営業所念045(662)8765●名古屋支店恋052(822)5121●北陸営梁所恋0762(23)0691●広島支店公0822(63)7761●島根出張所盃0853
(23>2383●山口出張所盃0835(24)1582●福岡支店公092(271）0797●熊本営業所恋0963(82)6947●北九州営業所盃093(95i)3351●鰯沖繩
きもと合0988(68)5612●㈱東北きもと公0222(66)0151e:錨東北きもと青森出張所壷0177(77)7148
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付 ●本器の特長

斜面測量には，いろいろ地形的な

悪条件が伴ないます．本器により，

測量の省力化と悪条件を克服？
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林野での山地の綿価,林道の横断測量

林道および鋤迩刺腫両側の測量

考古学，地侭断層崖の測量

inDIIの堤防の競緬測量

宅地造成のいろいろな斜面測量

その他あらゆる斜面測量にご利用下さい．

鱸禰嚇測塗}等高線の作”
●ご一報あればカタログ進呈いたします。
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緑地写真集●

岡崎文彬著
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●

写真が,滞る緑地の本賛
10数万枚から厳選した珠玉の緑地景観

1枚1枚の写真が著者の緑地観を語る

全国民的見地からの緑地論の決定版／

0章緑の獄い風景
1章都市と周辺の緑化
2章都市の近郊緑地
3章自然公園
4章生産緑地
エ章一Lトヒラを求紡て
点描4戸を選び毒説
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カラー写真250葉(200頁）

白黒写真156X(40頁）

A4変･242頁●15,000円(〒共）
●内容見本進塁

零
誇

鼠
口口

変,「

３序

一
一

一
生 願

一一J

9霊冨

雪
･一二,一

一一一一R

幸
二

林業と

環境
ｶー ゾﾚ･ﾉ､一ゼル箸

中村三省訳

現代西ドイツの林業政策論

林業先進国であると同時に工業国

で人口の多い西ドイツの林業政策
は、わが国の林業林政を考察す

るうえで参考になることが多い。

著者は、元ゲツチンゲン大学教授

訳者は、国立林試経営研究室長。

A5･356頁･上製●4500円(〒実費）
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